
地域資源をつなぐことによる地域振興
に関する調査研究

令和 6年 3月

一般財団法人　地方自治研究機構
栃木県

地
方
自
治
研
究
機
構

地
域
資
源
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
地
域
振
興
に
関
す
る
調
査
研
究

令和
５
年度

（一財）

令
和
６
年
３
月
栃
木
県



 

 

 

 
  

  

  

  

  

地地域域資資源源ををつつななぐぐここととにによよるる地地域域振振興興  

にに関関すするる調調査査研研究究  

  

  
  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

令令和和６６年年３３月月  

  

栃栃木木県県  

一一般般財財団団法法人人  地地方方自自治治研研究究機機構構  

    



 

 

 

 

  



 

 

 

はじめに 

 

昨今のわが国の地方行政を取り巻く環境は、少子化に伴う本格的な人口減少・高齢化社会の到来、

社会全体のデジタル化の急速な進行、各種災害の激甚化、住民のライフスタイルと価値観の多様化、

公共私連携による地域社会の新たな動き、脱炭素化やＳＤＧｓ等の地球規模の潮流など、これまでと

は大きく異なる変化が見られます。 

こうした中で、地方公共団体は、自治体ＤＸの推進、人材の育成、経営マネジメントの強化等を図

りつつ、住民ニーズを的確に捉え、地域の特性を活かしながら、住民福祉の向上、地域産業の振興、

まちづくりの推進、防災対策の強化、自然環境の保全、共生社会の実現等に関する諸課題に、自らの

判断と責任において取り組んでいくことが求められています。 

このため、当機構では、地方公共団体が直面している諸課題を多角的・総合的に解決するため、個々

の団体が抱える課題を取り上げ、当該団体と共同して、全国的な視点と地域の実情に即した視点の双

方から問題を分析し、その解決方策の研究を実施しています。 

本年度は７つのテーマを具体的に設定しており、本報告書は、そのうちの一つの成果を取りまとめ

たものです。 

栃木県には、多くの人を魅了する地域資源が多数存在しており、これまで様々な形で県内外に向け

て情報発信されてきました。コロナ禍で浸透したマイクロツーリズムにより、近場にある身近な地域

資源に対する注目度が高まるなか、栃木県は栃木県民及び首都圏在住者にとってのマイクロツーリ

ズム先となりうる可能性を秘めています。 

本調査研究では、栃木県の魅力的な地域資源情報を整理し、それらをつなぐことで、地域資源への

注目度を高め、周辺の賑わいの創出や地域振興を促進することを目的としています。 

本調査研究の企画及び実施に当たりましては、調査研究委員会の委員長及び委員をはじめ、関係者

の方々から多くの御指導と御協力をいただきました。 

また、本調査研究は、公益財団法人 地域社会振興財団の助成金を受けて、栃木県と当機構が共同

で行ったものです。ここに謝意を表する次第です。 

本報告書が広く地方公共団体の施策展開の一助となれば幸いです。 

 

 令和６年３月 

一般財団法人 地方自治研究機構 

理 事 長 三 輪  和 夫 
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序章 調査研究の概要 

 

１ 調査研究の背景と目的 

新型コロナウイルス感染拡大により大きな影響を受けた観光業界では、移動制限や移動自粛

が求められる中で、自宅から１時間から２時間程度の圏内の地元または近隣への観光を楽しむ

マイクロツーリズムが台頭した。マイクロツーリズムは、近隣住民に地域の新たな魅力を訴求し、

地域経済の活性化につながる。また、観光需要が回復する中で、現地で「体験する」欲求が高ま

っているとみられる。祭りや伝統文化、特産品、郷土料理、自然のように、その土地でしかでき

ない体験をすることで、地域の魅力をより記憶に深く刻み、その体験を周囲にも話すことで、魅

力を伝えることができる。首都圏から近距離に存在する栃木県では、首都圏住民にとっても、こ

のようなニーズに対する時間を確保しやすく、この潮流を今後の地域振興にも活用できる可能

性が高い。 

外出制限が続く中で、観光・旅行情報を収集するための媒体も大きく変容をとげてきた。栃木

県「令和４(2022)年度栃木県観光動態調査報告書」によると、令和元年度から令和４年度にかけ

て、旅行先を選んだ決め手となった情報源は、地域や施設の公式ウェブサイトのような観光地側

の情報発信よりも、X(Twitter)や Instagram 等の SNS による旅行者側の情報発信が決め手にな

っている人が増えている。地域や施設の情報発信以上に、観光客や住民に地域の魅力を発見・発

信してもらうことが重要である。栃木県では既に多くの手法で地域資源が整理・発信されている

が、受け手にとっては多くの情報があふれている状況になっている。今後は受け手のターゲット

タイプを整理した上で、魅力的な地域資源情報を絞り・つなぎ、観光・旅行情報として提供して

いくことが必要になる。 

図表 序-1-1 旅行先を選んだ“決め手”となった情報源(日帰り) 左：令和 4年度、右:令和元年度 

 

 

 

 

 

 

出所：栃木県観光動態調査報告書に加筆 

 

また、マイクロツーリズム等の身近な魅力に注目が集まることで、従来は光が当たりにくかっ

た小規模な地域密着型の地域資源にも目が向けられ、県民にとっての地域資源の再発見につな

がる。首都圏からの近接性を活かした観光・旅行の魅力を提供することで、旅行者の掘り起こし

につなげることも可能となる。 
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本調査研究では、アンケート調査により、栃木県の地域資源に対する旅行者の評価や選好等を

把握するとともに、栃木県の主要な地域資源の情報を整理することで、今後の観光・地域振興施

策の検討に活用できるようにする。そして、ターゲット別に観光客目線の地域資源評価を確認し、

特におすすめできる資源や地域振興に寄与する資源を束ねて、観光・地域活性化の好循環のベー

スを作ることを目的とする。 
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２ 調査研究の流れ 

(１)情報発信の好循環等を見据えたターゲットの検討 

適切な層に情報が届くよう、ターゲット区分とネーミングを検討する。仮説として立てた「＃

女子旅層」「＃家族旅層」「＃大人旅層」の３区分について、これらの網羅性と妥当性を検証する。 

 

(２)各ターゲットへの訴求力を有する資源の整理 

観光情報を掲載する大手３サイトの評価ポイントを元に、観光客目線に基づいた地域資源の

定量評価を行う。「SNS ハッシュタグ数」「とちぎの百様ランキング」等の定性評価要素の情報を

追加した地域資源の評価リストを作成する。 

 

(３)ウェブアンケート調査による評価 

ウェブアンケート調査により、ターゲット別に栃木県旅行に求める地域資源や、情報収集・発

信スタイル等を確認する。 

 

(４)ターゲット別資源選定と「おすすめ観光スポット」設定 

１泊２日程度の周遊をイメージしながら、ターゲット別・エリア別に観光客の評価が高い資源

や地域振興に寄与する資源を束ねることで、観光客や県民に周遊イメージを持たせる。 

 

(５)栃木県における各種街道の全体像の整理と今後の方向性等の検討 

既存街道に関する調査・課題分析を行い、「おすすめ観光スポット」と合わせた全体像を整理

するとともに、栃木県における街道戦略の今後の方向性等を検討する。 
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図表 序-2-1 調査研究の流れ(全体像) 

 

 

 

調査研究は、以下のようなスケジュールで進めた。 

図表 序-2-2 調査研究のスケジュール 
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３ 調査研究体制 

本調査研究は、栃木県総合政策部総合政策課及び一般財団法人地方自治研究機構を実施主体

として、調査研究委員会の指導及び助言の下、基礎調査機関として三菱 UFJ リサーチ＆コンサル

ティング株式会社の協力を得て実施した。 

 

図表 序-3-1 調査研究の体制図 
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第１章 栃木県の現状 
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第１章 栃木県の現状 

 

１ 栃木県の概要 

(１)位置と地勢 

栃木県は、関東地方北部に位置し、東は茨城県、西は群馬県、南は茨城、埼玉、群馬の三県、

北は福島県に接する内陸県で、首都東京の北方 60 キロメートルから 160 キロメートルの位置に

ある。県の東部は、標高 300 メートルから 1,000 メートルのなだらかな山々からなる八溝山地が

ある。北部から西部は、那須連山、帝釈山地、日光連山、足尾山地が連なる山岳地帯で、特に日

光連山は、白根山、男体山、女峰山など標高 2,000 メートルを超える火山が連なる。北部、中央

部から南部にかけては、那珂川、鬼怒川、渡良瀬川流域の平野が広がっている。県土の約 54％を

森林が占める自然豊かな県で、北部から西部にかけての山岳地帯は日光国立公園に指定され、国

際観光地である日光をはじめ、全国的に知られる那須、塩原、鬼怒川、川治など、多くの観光資

源に恵まれている。 

 

図表 1-1-1 栃木県の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：栃木県ホームページ とちぎのすがた 地勢 

 

(２)人口・面積 

栃木県の人口は 1,908,380 人（令和４年 10 月１日現在、令和２年の国勢調査では全国第 19

位）であり、一方、東西約 84 キロメートル、南北約 98 キロメートルに及ぶ栃木県の面積は

6,408.09 平方キロメートル（全国第 20 位）で関東地方では最大である。県内には 14 市 11 町が

あり、県庁所在地の宇都宮市は、県人口の約４分の１に当たる 514,966 人を擁する中核市であ
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る。また、県北西部の日光市は、県面積の 22.6％を占める 1,449.83 平方キロメートルで、岐阜

県高山市、静岡県浜松市に次いで全国第３位となる広大な市である。 

 

(３)交通 

栃木県を南北に貫いて東北自動車道、国道４号、新４号国道の広域幹線道路が走り、東西方向

には北関東自動車道、国道 50 号が県南部と茨城県・群馬県を結んでいる。また、都心より放射

状に整備されてきた首都圏の高速道路を環状に接続する圏央道の整備が進み、平成 29 年２月に

は、栃木県から都心を経由せずとも、西は東名高速道路、東は東関東自動車道に行けるようにな

った。 

鉄道では南北に東北新幹線、JR 宇都宮線、東武鉄道により首都圏東京と結ばれ、東西に JR 水

戸線、両毛線により茨城・群馬と結ばれている。平成 29 年４月には、東武鉄道が新型特急「リ

バティ」を導入し、東京方面から日光・鬼怒川方面へのアクセスが向上した。また平成 29 年７

月には東武鬼怒川線に「東武ワールドスクウェア駅」が、平成 30 年４月には JR 両毛線に「あし

かがフラワーパーク駅」がそれぞれ開業し、栃木県内の観光周遊性が向上した。 

空路の場合、成田空港へは圏央道、茨城空港へは北関東自動車道、福島空港へは東北自動車道

を経由してアクセスできるほか、成田空港・羽田空港へは宇都宮市内などから運行されている高

速バスを利用できる。 

図表 1-1-2 栃木県の交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：栃木県ホームページ とちぎのすがた 交通 

12



 

13 

 

(４)産業 

栃木県は、首都圏に位置する地理的優位性、勤勉な県民性といった発展的な要素を基礎として、

バランスのとれた産業活動を展開している。 

農林業では、栃木県の主要農産物として、いちごやにら、生乳、米など、生産量で全国上位を

占めているものが多くある。栃木県では、「成長産業として発展するとちぎの農業」の実現に向

けて、強みや発展可能性を最大限に生かしながら、県内外から意欲ある人材の確保、知恵と技術

力による生産性の向上と農産物の高付加価値化の推進によって、産業活力を高め、栃木県の農業

の新たな魅力と価値の創造を目指している。 

商工業では、内陸型としては国内最大級の規模を誇る清原工業団地などへの高付加価値型産

業の集積を生かし、地域経済への波及効果が大きい企業の県内への立地促進と本社・研究開発機

能の集積・拡大に努めている。 

栃木県では、首都圏を中心とした観光・物産展の開催や、雑誌、ホームページなどを活用した

誘客宣伝活動を展開するとともに、東アジア、東南アジア及び米国での観光プロモーションや海

外メディア・旅行会社の招請などにより外国人観光客の誘致を図っている。さらに、映画・テレ

ビなどのロケ撮影を誘致し、魅力を映像として発信するフィルムコミッション活動を積極的に

推進している。 

 

(５)観光 

栃木県の観光業では、世界遺産に登録された日光の社寺に代表される優れた歴史文化、四季

折々の美しい自然、豊富な温泉、いちごや和牛、湯葉等の多彩な特産物、結城紬や益子焼等の伝

統工芸品、さらには各地に根付いている伝統芸能等魅力的な資源に恵まれ、毎年、県内外からの

多くの観光客でにぎわっている。 

令和４年の栃木県の観光客入込数は7,260.4万人で、前年と比較して846.6万人の増（113.2％）

となったが、新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年と比較すると 1,967.8 万人の減

（78.7％）であった。市町別にみると、宇都宮市の 1,078.8 万人（県全体に占める構成比 14.9％）

が最も多く、次いで日光市の 872.4 万人、那須塩原市の 751.3 万人、佐野市の 643.0 万人、栃木

市の 462.4 万人の順となった。 

また、令和４年の観光客宿泊数は 724.4 万人で、前年と比較して 217.1 万人の増（142.8％）

となったが、新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年と比較すると 101.3 万人の減であっ

た。市町別にみると、日光市の 248.2 万人（県全体に占める構成比 34.3％）が最も多く、次い

で宇都宮市の 176.2 万人、那須町の 166.9 万人、那須塩原市の 70.3 万人の順となった。 

「第３弾県民一家族一旅行推進事業」及び「いちご一会とちぎ旅」の実施や、「いちご一会と

ちぎ国体・とちぎ大会」の開催等を契機として、栃木県への観光客は戻りつつある。 
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図表 1-1-3 観光客入込数・宿泊数の推移 平成 16 年～令和４年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：令和４(2022)年 栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査結果 
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図表 1-1-4 観光客入込数等の推移と主な出来事 

                                 （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出所：令和４(2022)年 栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査結果 
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２ 栃木県の重点戦略における地域資源の位置付け 

「とちぎ未来創造プラン」は、中長期的な展望のもと、めざす栃木の将来像を描き、その実現

に向け、県民と共有すべき基本的な考え方や目標を明らかにするとともに、令和３年度から令和

７年度までの５年間に県が取り組む施策の進め方等を示した県政の基本方針である。 

栃木県が直面する諸課題を乗り越え、栃木の強みを最大限生かしながら、「めざすとちぎの将

来像」を実現するため、重点戦略の１つとして「地域・環境戦略」が設定された。誇れる地域・

豊かな自然を未来につなぐ「とちぎ」を実現するために、歴史、食、田園風景、景勝、祭りとい

った魅力ある地域資源を活かした各種施策を実施している。 

 

図表 1-2-1 とちぎ未来創造プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：栃木県総合政策部総合政策課作成資料 
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３ これまでの栃木県の取組例 

(１)とちぎの百様 

栃木県民の郷土愛の醸成と栃木県のブランド力の向上を図るために、後世に残したい、大切に

したい、自慢できる栃木県の 100 の地域資源を「とちぎの百様」として選定している。 

栃木県では雷を「雷様(らいさま)」と呼ぶように、人以外のものに「様」を付けて擬人化する

ことで、「敬意」や「親しみ」を表すことがある。そこで、栃木県の 100 の地域資源を「とちぎ

の百様」と名付け、「敬意」と「親しみ」を込めるとともに、郷土愛と誇りをもって県内外に広

く発信している。また、地域資源を「見える化(イメージ化)」しやすいように、「感動ポイント」

をつけて、伝えやすい言葉としてまとめている。 

図表 1-3-1 とちぎの百様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：とちぎの百様ホームページ 

図表 1-3-2 とちぎの百様一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：栃木県総合政策部総合政策課作成資料 
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(２)とちぎ食の回廊 

地域のおいしい「食」をテーマに、さまざまな資源、例えばその地域の景観や歴史、文化など

と結びつけ、「とちぎ食の回廊」として全国に発信する取組を進めている。 

「そば」「いちご」「牛乳」「あゆ」など 10 街道を設定し、「一度訪れたらまた来てみたい」と

感じる、魅力ある「食の街道」づくりが進められている。 

図表 1-3-3 とちぎ食の回廊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：とちぎファーマーズチャレンジネットホームページ 

図表 1-3-4 足利佐野めんめん街道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：栃木県総合政策部総合政策課作成資料 
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(３)とちぎいにしえの回廊 

栃木の魅力を県内外に発信し、文化財を活用した地域づくりに貢献するため、県内各地の文化

財を広域的な観点からテーマ別に選定し、周遊モデルコースを設定している。 

７つのテーマ(川と古墳、東山道、中世武士、日光への道、近代化遺産、おくのほそ道、くら

しを支えた水と川)に対してそれぞれ、原始・古代、古代、中世、近世、近現代といった区切り

を設け、各テーマにゆかりのある文化財を紹介している。 

図表 1-3-5 都とみちのくをむすぶ東山道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：とちぎいにしえの回廊ホームページ 
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(４)栃木県サイクリングルート 

アジア最大級のサイクルロードレースのジャパンカップ開催やプロチーム宇都宮ブリッツェ

ンなど、栃木県にはロードレースが身近にある。北部から西武にかけては那須連山・日光連山、

東部には八溝山地が並び、中央部から南部にかけては関東平野に開けているため、変化に富んだ

魅力的なサイクリングルートが各地に存在する。 

サイクルツーリズムの推進に向け、快適な自転車走行環境の整備や優れた地域資源を活用し

た魅力的なサイクリング環境(モデルルート)を創出している。 

 

図表 1-3-6 県南地域モデルルート 

「栃木県サイクリングルート“ワタラセ８”(通称:ワタ８) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：とちぎ旅ネットホームページ 
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(５)地域資源活用支援事業 

栃木県の伝統工芸品や地域産業資源、地場産品の生産者である「地域資源生産者」と旅館やホ

テル、飲食店、販売店などの「サービス提供者」等が連携して、地域資源を活用した新たな商品

やサービスの開発を支援し、地域資源の活用促進を図っている。 

地域資源活用支援事業を通じて、多彩な魅力を十分に生かした新たな商品やサービスが生ま

れており、栃木県地域資源活用事例集にまとめられている。 

図表 1-3-7 地域資源活用支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：栃木県ホームページ 栃木県地域資源活用事例集 
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４ 栃木県が抱える課題 

栃木県には歴史、食、田園風景、景勝、祭りといった魅力ある地域資源があり、それを生かし

た地域振興の促進に取り組んでいるものの、他都道府県居住者に対して実施した栃木県に関す

るイメージ調査では、「自然環境に恵まれている」「歴史と文化がある」「おいしい食べ物が豊富」

「観光スポット・レジャー施設が多い」を上回って、「わからない、特にない」が 34.8％で最も

多くなっている。豊富な地域資源の魅力のイメージが広まりつつあるものの、全国の中で栃木県

に関する明確なイメージは持たれていない現状がある。 

図表 1-4-1 他都道府県居住者の栃木県へのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

出所：栃木県「栃木県に関するイメージ調査」(2019 年３月) 

 

また、毎年発表される都道府県魅力度ランキングでは、１度栃木県は最下位に転落し、近年は

順位を上げてきているものの、依然として下位のままとなっている。 

図表 1-4-2 都道府県魅力度ランキング(栃木県) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ブランド総合研究所ホームページを基に栃木県総合政策部総合政策課作成資料  
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明確なイメージを持たれず、都道府県魅力度ランキングでも下位という事実の背景には、豊富

な地域資源を上手く活用し、県外に発信することができていない現状があると考えられる。県外

の方に本来伝えたい魅力が伝わらず、栃木県のイメージの曖昧化につながってしまっている。 

これまでの栃木県の取り組みを踏まえた上で、既存の地域資源を最大限に活用し、更なる地域

振興の促進に係る方策を検討する必要がある。 
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第２章 ターゲットの設定 
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第２章 ターゲットの設定 

 

１ ターゲットの仮説設定 

本調査研究の着手にあたり、まずは、ターゲットとすべき層について検討した。 

序章に記載のとおり、情報媒体として SNS 等の重要度が高まっており、地域や施設側からの発

信以上に、観光客や住民に地域の魅力を発見・発信してもらうことが重要であることから、観光

客等による情報発信の好循環（一次観光客が発信した情報を見た人が二次観光客となって情報

発信し、更に三次観光客を創出するなどの循環）に寄与するターゲットを設定する必要がある。

また、ターゲットのネーミングについても、SNS 等での検索性を意識したもの（ハッシュタグに

使える形でのネーミング）とする必要がある。 

それらを踏まえ、本調査研究においては、「＃女子旅」「＃家族旅」「＃大人旅」の３区分をタ

ーゲットとして仮説設定することとした。 

図表 2-1-1 各ターゲットの特性と旅行に求めるもの 
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２ 仮説の検証 

仮説としてターゲットに設定した「＃女子旅」「＃家族旅」「＃大人旅」が、対象を絞り込みす

ぎず、幅広い層をカバーした「網羅性」の高いものであるかどうか、また、狙うべきターゲット

として「妥当性」が高いかどうかを検証した。 

 

(１)「網羅性」の検証 

公益財団法人日本交通公社「JTBF 旅行意識調査」においては、「旅行は『誰と行くか』によっ

て内容が大きく左右される」こと、「子どもの有無や年齢によって、旅行の内容は大きく変化す

る」ことの２点に着目し、旅行マーケットのセグメンテーションを、「同行者」と「ライフステ

ージ」を軸に細分化している。 

また、大手旅行会社の国内旅行予約トップページから「同行者」と「ライフステージ」を軸に

した検索区分を見ると、「家族旅行」「カップル」「女子旅」「大人旅」「一人旅」「学生旅行」に分

けられる。 

図表 2-2-1 大手旅行会社における「同行者」と「ライフステージ」を軸とした検索区分 

 

 

ここで、各検索区分から遷移したページに掲載されたコンテンツをみると、「カップル」や「ひ

とり旅」に掲載されているコンテンツはいずれも「女子旅」や「大人旅」のコンテンツとの重複

性が高く、また「学生旅行」は「女子旅」等との重複が多くみられた。また、「家族旅行」のコン

テンツは独立性が高いものであった。 

これらの検索区分ごとの掲載内容を、旅行グループの規模と年齢に応じて図に表したものが次

ページの図表 2-2-2 である。 
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図表 2-2-2 各社サイトの閲覧に基づく掲載内容の分解イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-2-2 のとおり、「女子旅」「家族旅」「大人旅」の３区分で、ほとんどの旅行スタイルを

カバーしており、「網羅性」が高いターゲット区分であることが確認できた。 

 

(２)「妥当性」の検証 

「家族旅」は、旅行者におけるウェイトが高く、子供が旅程の組み立てに与える影響が大きい

ため、独自のターゲット層として設定する必要がある。 

「大人旅」についても、時間やお金に余裕があることから、他の世代よりも旅行者におけるウ

ェイトが高く、ターゲット層として設定することが妥当とみられる。 

若年層については、SNS 等を通じた情報発信力に期待できる層であることから、観光・旅行情

報の提供者としての役割が求められているため、更なるセグメンテーションを実施する。 

図表 2-2-3 栃木県内の宿泊客の同行者と性別・年代 
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図表 2-2-4 のとおり、若年層は、他の世代と比べ、SNS 等での情報により旅行先を決定する傾

向が強い。 

図表 2-2-4 旅行先を選んだ“決め手”となった情報源(年代別) 

 

 

また、株式会社 JTB「『コロナ禍の生活におけるインターネットや SNS からの“情報”に対す

る意識と旅行』に関する意識調査」によれば、SNS 等での情報の受信・発信においては、女性の

方が男性よりもインフルエンサーや友人知人、飲食店等のアカウントをフォロー・参考にしてお

り、かつ、女性の方が旅行先での体験を発信している。 

男性の場合、「女子旅」のようなキラーワードが存在せず、細分化されており、ターゲティン

グが難しい。じゃらんリサーチセンター「国内旅行における「男旅とホンネ」について」によれ

ば、恋人の有無が旅行回数に影響するとのデータもあり、旅行者が男性であっても、女性を同伴

したカップル旅行にあたるなど、一定程度が「女子旅」に収斂されるとみられる。 

30



 

31 

図表 2-2-5 Instagram での情報発信状況 

 

 

これらの事実から、若年層のターゲティング先としては、「女子旅」が妥当とみられる。 
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第３章 地域資源情報の整理 
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第３章 地域資源情報の整理 

 

１ 地域資源情報の整理の考え方 

これまで、栃木県では、「栃木県民が大切にしたい自慢できる 100 の魅力『とちぎの百様』」を

始めとする様々な取組によって、栃木県の地域資源の魅力を県内外に発信してきた。それらの過

去の取組において、地域資源を選定する際の基準は、「後世に残したいもの」「大切にしたいもの」

「自慢できるもの」などであり、主に栃木県民の郷土愛や誇りの醸成に寄与する地域資源や文化

的価値を有する地域資源が選ばれてきた。 

本調査研究では、それらの過去の取組との重複を避け、栃木県の地域資源の魅力を新たな角度

から発信すべく、従来とは異なるアプローチをとることとした。すなわち、地域資源の選定基準

における「旅行者による口コミ評価」の導入である。 

第２章において設定したターゲットは「網羅性」と「妥当性」を有したものであり、各ターゲ

ットに訴求できる地域資源を「旅行者による口コミ評価」が高いものを中心に選定し、つなぐこ

とで、最終成果物である「おすすめ観光スポット」が強い求心力を有するものになると考えた。 

本調査研究では、「旅行者による口コミ評価」が高い地域資源情報を収集するために、観光情

報の登録数や口コミ数が多く、評価のベースとして適した大手３サイト（サイトの個別名称は

「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」と表記）を参照した。「Ａ」はサイト上で旅行予約も可能で、国内で最多の旅

行体験のスポット数が登録されている。「Ｂ」は口コミ投稿数が国内最大級の旅行系の口コミサ

イトである。「Ｃ」は世界最大と言われる老舗の旅行系の口コミサイトである。この３サイトか

ら、旅行者による評価ポイントを抽出したうえで、その平均値を算出した。 

その他にも、参考情報として、SNS 等による情報発信の重要度が高まっていることから「SNS

のハッシュタグ数」や、栃木県民の郷土愛や誇りの醸成に寄与する地域資源として選定された

「とちぎの百様」等の各種情報を組み合わせることで、総合的な情報として整理した地域資源リ

ストを作成した。 
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２ 地域資源リストの作成手順 

(１)評価対象資源の抽出【「Ａ」のおすすめランキングより上位 100 資源を抽出】 

「Ａ」には「カップル」「子連れ」「友達」「シニア」「一人旅」という５つの検索条件が存在し

ているが、そのうち、「カップル」「子連れ」「シニア」を本調査研究におけるターゲット「＃女

子旅」「＃家族旅」「＃大人旅」とそれぞれ紐付けた。そして、「カップル」で検索した際に表示

されるおすすめランキングの上位 100 資源を、「＃女子旅」の評価対象資源として抽出した。同

様に、「子連れ」のおすすめランキングの上位 100 資源を「＃家族旅」、「シニア」のおすすめラ

ンキングの上位 100 資源を「＃大人旅」、それぞれの評価対象資源として抽出した。 

その結果、ターゲット別に各 100 件の評価対象資源のリストが作成された。 

 

(２)評価ポイントの引用【「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」それぞれの評価ポイントを引用】 

各 100 件のターゲット別の評価対象資源を、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」で検索し、それぞれの評価ポイ

ントを引用した。 

 

(３)評価ポイント平均値によるランキング【ポイント平均値と偏差値平均値によるランキング】 

評価ポイントの平均値を算出し、平均値順にランキングした。 

ただし、サイトによって評価ポイントの分布やバラつき等が異なっていたため、ポイントその

ものの単純平均値だけではなく、各ポイントを偏差値に換算したうえでの偏差値の平均値も算

出し、その２つの要素によりランキングした。 

 

(４)参考情報の追加【定性要素の追加】 

「SNS ハッシュタグ数」「とちぎの百様」「バリアフリー情報」「駐車場情報」の参考情報を追加

し、定性評価を行う際の参考要素とした。 

 

(５)「おすすめ観光スポット」採用資源の選定【総合的な判断に基づく最終選定】 

ターゲット別の 100 資源のリストから、「おすすめ観光スポット」に組み込む地域資源を選定

した。 

選定の際には、ランキング１位から順に機械的に抜き出すということは行わず、情報の発信と

循環に寄与する可能性が高い資源、各ターゲットの対象エリアに存在する資源など、総合的に判

断したうえで選定した。地域資源選定の考え方については、第５章を参照いただきたい。 

なお、口コミ数が少ない「体験型施設」など、評価ポイントが異常値となっている可能性が認

められるものは、個別に判断したうえで、対象から除外するなどの適切な対応をとった。 

図表 3-2-1 が、作成した地域資源リストのうち、一部を抜粋したものである。 
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第４章 観光客による地域資源の評価等確認のためのウェブアンケート調査 

 

１ ウェブアンケート調査の概要 

(１)目的 

ウェブアンケート調査によって、各ターゲットの旅行スタイルや旅行情報の受発信状況、地域

資源の評価等を確認し、「おすすめ観光スポット」の検討材料とする。 

 

(２)調査対象・サンプル数 

過去３年以内に宿泊旅行を栃木県で実施した関東1居住者（栃木県民を除く）のうち、下記３

層に該当する方を対象とし、各層 200 サンプル以上の割付を行い、計 662 票を回収した。 

図表 4-1-1 ウェブアンケート調査の対象層 

分類 対象条件 回収票数 

＃女子旅層 20 代以下もしくは 30 代の女性で、「カップル・夫婦旅行」「友人等との

２～4 人程度のグループ旅行」「友人等との 5 人以上程度のグループ旅

行」のいずれかで栃木県での宿泊旅行を実施した者 

219 票 

＃家族旅層 30 代以下もしくは 40 代で、「家族旅行（小学生以下の子どもあり）」で

栃木県での宿泊旅行を実施した者 

215 票 

＃大人旅層 50 代、60 代もしくは 70 代以上で、「カップル・夫婦旅行」「友人等と

の２～4 人程度のグループ旅行」「友人等との 5 人以上程度のグループ

旅行」のいずれかで栃木県での宿泊旅行を実施した者 

228 票 

 

(３)調査期間 

令和５年８月 16 日から令和５年８月 21 日を調査期間とした。 

 

(４)集計時の注意事項 

単一回答の設問を SA（Single Answer）、複数回答の設問を MA（Multiple Answer）と表記す

る。掲載しているグラフ内の構成比は、四捨五入の関係で合計が 100%とならない場合がある。 

 

  

                             

1 茨城県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 
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２ 集計結果 

割付を行った３層別の単純集計結果を掲載する。 

(１)回答者の属性 

①性別 

性別について、＃女子旅層は対象層を女性に限定している。＃家族旅層は「男性（56.7%）」「女

性（43.3%）」、＃大人旅層は「男性（77.2%）」「女性（22.8%）」であった。 

図表 4-2-1 性別（SA） 

 

 

②年代 

年代について、＃女子旅層は「20 代以下（40.6%）」「30 代（59.4%）」、＃家族旅層は「30 代

（43.3%）」「40 代（56.7%）」、＃大人旅層は「50 代（25.9%）」「60 代（41.7%）」「70 代以上（32.5%）」

であった。 

図表 4-2-2 年代（SA） 

 

 

56.7%

77.2%

100.0%
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22.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＃女子旅層
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＃大人旅層

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
5
)

(n
=
2
2
8
)

男性 女性 答えたくない

40.6% 59.4%

43.3% 56.7%

25.9% 41.7% 32.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＃女子旅層

＃家族旅層

＃大人旅層

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
5
)

(n
=
2
2
8
)

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上
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③居住地 

居住地について、いずれの層においても「東京都」の割合が最も高く、南関東2居住者が９割

を占める。 

図表 4-2-3 居住地（SA） 

 

④職業 

職業について、＃女子旅層は「会社員（正社員）（52.1％）」、＃家族旅層は「会社員（正社員）

（57.7%）」の占める割合が最も高く、＃大人旅層では「無職（定年退職含む）（32.9%）」の割合

が最も高い。 

図表 4-2-4 職業（SA） 

 

                             

2 埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 

36.1%

40.0%

37.7%

23.7%

22.3%

16.7%

16.0%

14.4%

19.7%

13.2%

14.0%

16.7%

8.7%

5.6%

7.5%

2.3%

3.7%
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＃大人旅層

(n
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2
1
9
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=
2
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5
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=
2
2
8
)

東京都 埼玉県 神奈川県 千葉県 茨城県 群馬県

0.5%

0.5%

4.8%

52.1%

57.7%

20.6%

7.3%

4.2%

7.5%

5.0%

4.7%

2.6%

2.7%

4.7%

8.8%

12.3%

19.1%

14.9%

7.3%
11.0%

8.8%

6.6%

1.4%

0.5%

32.9%
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1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＃女子旅層

＃家族旅層

＃大人旅層

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
5
)

(n
=
2
2
8
)

会社役員 会社員（正社員） 会社員（契約社員・派遣社員）
公務員 自由業・自営業 専業主婦・主夫
学生 パート・アルバイト 無職（定年退職含む）
その他
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⑤過去３年間で宿泊旅行を実施した地域 

過去３年間で宿泊旅行を実施した地域（栃木県以外）について、＃女子旅層では「神奈川県

（44.7%）」「群馬県（39.7%）」の順で高く、他に「東京都（35.6%）」での実施率が他の層よりも

高い。＃家族旅層では「千葉県（38.6%）」「群馬県（35.3%）」、＃大人旅層では「群馬県（47.8%）」

「神奈川県（43.0%）」の順で高い。 

図表 4-2-5 過去３年間で宿泊旅行を実施した地域（MA） 
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35.6%

24.2%

20.5%

35.3%

33.5%

38.6%

20.0%

18.6%

13.0%

47.8%

43.0%

35.1%

11.8%

20.2%

11.8%

0% 20% 40% 60%

群馬県

神奈川県

千葉県

東京都

茨城県

埼玉県

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層
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(２)直近の栃木県での宿泊旅行について 

以下(2)の設問においては、直近の栃木での宿泊旅行について聴取し、最後にこれまでの栃木

旅行（日帰り、宿泊）の実施回数を聴取している。 

 

①同伴者 

同伴者について、＃家族旅層は「家族旅行（小学生以下の子どもあり）」に対象を限定してい

る。＃女子旅層と＃大人旅層は、「カップル・夫婦旅行」「友人等との２～４人程度のグループ旅

行」「友人等との５人以上程度のグループ旅行」を対象としたが、いずれにおいても「カップル・

夫婦旅行」が 76.3%、75.9%と最も割合が高い。 

図表 4-2-6 同伴者（SA） 

 

注釈）「家族旅行（小学生以下の子どもなし）」を選択した人は割り付けた対象とならないため、回答はな

い。 

  

76.3%

75.9%

100.0%

19.2%

14.9%

4.6%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＃女子旅層

＃家族旅層

＃大人旅層

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
5
)

(n
=
2
2
8
)

カップル・夫婦旅行 家族旅行（小学生以下の子どもあり）
家族旅行（小学生以下の子どもなし） 友人等との２～4人程度のグループ旅行
友人等との5人以上程度のグループ旅行
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②栃木県内での移動のために用いた交通手段 

栃木県内での移動のために用いた交通手段について、いずれの層においても「自家用車（バイ

ク含む）」を交通手段として用いた割合が最も高い。ただし、＃家族旅層では 77.2%、＃大人旅層

では 72.4%が選択しているのに対し、＃女子旅層における選択率は 50.2%と相対的に低く、一方、

＃女子旅層は「レンタカー」「鉄道」の選択率が他の層よりも高い。 

図表 4-2-7 栃木県内での移動のために用いた交通手段（MA） 

 

 

  

50.2%

19.6%

14.6%

20.5%

18.7%

13.2%

0.9%

4.1%

1.8%

77.2%

16.7%

12.6%

17.2%

10.7%

7.9%

2.8%

5.6%

72.4%

5.7%

7.5%

14.9%

11.4%

9.2%

1.3%

4.4%

4.4%

0% 50% 100%

自家用車（バイク含む）

レンタカー

鉄道（新幹線）

鉄道（特急）

鉄道（その他）

路線バス

自転車

タクシー

その他

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層

その他の主な内容 

＃女子旅層 
カーシェア（２票） 

＃大人旅層 
（観光・貸切・団体・ツアー）
バス、バスプラン（６票） 
サイクリング（１票） 
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③観光したエリア 

観光したエリアについて、＃女子旅層では「日光エリア（64.8%）」「那須エリア（43.4%）」の

順で高く、＃大人旅層も同様に「日光エリア（66.2%）」「那須エリア（47.8%）」の順である。＃

家族旅層では逆に「那須エリア（65.1%）」「日光エリア（47.9%）」の順であった、なお＃女子旅

層では他の層と比べ「県央エリア（26.0%）」「県南エリア（11.4%）」への訪問率が高い。 

図表 4-2-8 観光したエリア（MA） 

 

図表 4-2-9 エリア区分（回答者に提示） 

  

64.8%

43.4%

26.0%

11.4%

2.7%

1.8%

47.9%

65.1%

18.1%

8.8%

5.1%

0.9%

66.2%

47.8%

17.1%

9.2%

4.4%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

日光エリア

那須エリア

県央エリア

県南エリア

県東エリア

わからない

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層
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④撮影した写真、録画した動画 

撮影した写真、録画した動画について、＃女子旅層では「訪問先の記録として様々なものを撮

る（67.6%）」「興味関心のある特定のものを撮る（65.3%）」「『映える』と感じたものを撮る（32.4%）」

の割合が他の層を 10%pt 以上、上回っている。＃家族旅層では「人物（自分／同行者）を映すた

めに撮る（66.5%）」の割合が他の層より高く、＃大人旅層では「写真や動画は撮らない（14.5%）」

の割合が他の層より高い。 

図表 4-2-10 撮影した写真、録画した動画（MA） 

 

  

67.6%

61.6%

65.3%

32.4%

5.0%

54.0%

66.5%

49.3%

17.7%

7.0%

45.2%

38.2%

42.1%

20.2%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80%

訪問先の記録として

様々なものを撮る

人物（自分／同行者）を

映すために撮る

興味関心のある特定のもの

（料理、動物、電車 等）を

撮る

「映える」と感じたものを

撮る

写真や動画は撮らない

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層
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⑤写真や動画の活用方法（予定を含む） 

前問で「写真や動画は撮らない」と回答した人以外に対し、写真や動画の活用方法（予定を含

む）を確認したところ、いずれの層においても「自身で整理したり見返したりする」「家族や友

達、同僚等に見せる」の順で割合が高い。＃女子旅層では「閲覧者が限られる SNS（鍵アカウン

ト）に投稿する（36.5%）」「不特定多数の人が閲覧できる SNS（公開アカウント）に投稿する（18.8%）」

と SNS での発信に係る項目の選択率が他の層よりも高い。 

図表 4-2-11 写真や動画の活用方法（予定を含む）（MA） 

 

  

67.8%

53.8%

36.5%

18.8%

6.3%

9.6%

0.5%

63.5%

61.0%

17.5%

12.0%

8.5%

14.5%

57.2%

47.9%

8.8%

9.3%

4.6%

19.1%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

自身で整理したり

見返したりする

家族や友達、同僚等に

見せる

閲覧者が限られるSNS

（鍵アカウント）に投稿する

不特定多数の人が閲覧でき

るSNS（公開アカウント）に

投稿する

SNS以外のウェブページ等

（Google口コミ、ブログ

等）に投稿する

特に何もしない

その他

(n=208) ＃女子旅層

(n=200) ＃家族旅層

(n=194) ＃大人旅層
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⑥栃木旅行（日帰り、宿泊）の実施回数 

栃木旅行（日帰り、宿泊）の実施回数について、＃女子旅層、＃家族旅層、＃大人旅層と年齢

層が上がるに連れて、訪問回数が増加する傾向にあり、いずれの層においてもリピーター（訪問

回数２回以上）が６割以上を占める。 

図表 4-2-12 栃木旅行（日帰り、宿泊）の実施回数（SA） 

 

  

35.2%

22.8%

11.4%

20.1%

22.3%

12.7%

28.8%

36.3%

37.7%

8.2%

6.0%

14.0%

7.8%

12.6%

24.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＃女子旅層

＃家族旅層

＃大人旅層

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
5
)

(n
=
2
2
8
)

１回 ２回 ３回以上６回未満 ６回以上１０回未満 １０回以上
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(３)栃木県の観光スポット等について 

以下(3)の設問においては、第３章で説明した「地域資源リスト」にはピックアップされてい

ないものの、栃木県「とちぎの百様」のランキングで比較的上位に位置する観光スポット等を対

象に認知状況・訪問経験等を聴取しており、参考情報として以下の画像及び「とちぎの百様」の

紹介ページへのリンクを回答者に提示している。 

図表 4-2-13 回答者に提示した画像（満足度、推奨度、訪問意欲度の設問においても提示） 
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①観光スポット等の認知状況・訪問経験 

訪問率（「行ったことがある」の割合）をみると、まず＃女子旅層では「日光杉並木街道（21.5%）」

「足尾銅山（16.9%）」「渡良瀬遊水地（11.9%）」の順で高く、認知度（「行ったことがある」「行

ったことはないが、どのようなところか知っている」「行ったことはないが、聞いたことがある」

の割合の合計3）をみると＃女子旅層では「足尾銅山（62.6%）」「日光杉並木街道（46.1 %）」「わ

たらせ渓谷鐵道（44.7 %）」の順で高い。 

図表 4-2-14 観光スポット等の認知状況・訪問経験（＃女子旅層）（SA） 

 

                             

3 グラフ内では小数点第２位以下を四捨五入しているため、グラフ内の数値を合計した値と一致しない場合

がある。 

11.9%

9.1%

21.5%

7.8%

16.9%

6.4%

3.7%

4.6%

3.2%

5.5%

7.8%

4.6%

5.5%

11.0%

5.5%

3.2%

3.2%

2.3%

21.0%

27.9%

20.1%

17.4%

34.7%

18.7%

9.1%

14.2%

10.0%

49.3%

44.7%

42.0%

56.6%

27.4%

55.3%

67.6%

62.1%

68.5%

12.3%

10.5%

11.9%

12.8%

10.0%

14.2%

16.4%

16.0%

16.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

渡良瀬遊水地

わたらせ渓谷鐵道

日光杉並木街道

壬生町おもちゃ博物館

足尾銅山

太平山

那須鳥山の山あげ祭

市貝町芝ざくら公園

野木町煉瓦窯

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
9
)

行ったことがある

行ったことはないが、どのようなところか知っている

行ったことはないが、聞いたことがある

行ったことがなく、聞いたこともない

わからない
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＃家族旅層における訪問率は、「日光杉並木街道（31.2%）」「足尾銅山（17.7%）」「壬生町おも

ちゃ博物館（15.8%）」の順で高く、認知度をみると「足尾銅山（72.6%）」「わたらせ渓谷鐵道（58.6%）」

「日光杉並木街道（56.7%）」の順で高い。 

図表 4-2-15 観光スポット等の認知状況・訪問経験（＃家族旅層）（SA） 

 

  

14.9%

14.0%

31.2%

15.8%

17.7%

9.3%

6.5%

11.6%

6.0%

7.4%

7.9%

6.0%

8.4%

11.2%

6.0%

6.0%

5.1%

6.5%

31.2%

36.7%

19.5%

24.2%

43.7%

19.1%

13.0%

11.2%

11.2%

40.5%

35.3%

37.2%

44.7%

21.4%

55.8%

62.8%

60.0%

63.7%

6.0%

6.0%

6.0%

7.0%

6.0%

9.8%

11.6%

12.1%

12.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

渡良瀬遊水地

わたらせ渓谷鐵道

日光杉並木街道

壬生町おもちゃ博物館

足尾銅山

太平山

那須鳥山の山あげ祭

市貝町芝ざくら公園

野木町煉瓦窯
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=
2
1
5
)

(n
=
2
1
5
)

行ったことがある

行ったことはないが、どのようなところか知っている

行ったことはないが、聞いたことがある

行ったことがなく、聞いたこともない

わからない
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＃大人旅層における訪問率は、「日光杉並木街道（74.1%）」「わたらせ渓谷鐵道（31.1%）」「渡

良瀬遊水地（27.2%）」「足尾銅山（27.2%）」の順で高く、認知度をみると「足尾銅山（91.2%）」

「日光杉並木街道（89.0%）」「わたらせ渓谷鐵道（86.4%）」の順で高い。 

図表 4-2-16 観光スポット等の認知状況・訪問経験（＃大人旅層）（SA） 

 

  

27.2%

31.1%

74.1%

11.0%

27.2%

18.4%

7.9%
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5.3%

14.0%

16.2%

3.9%

8.8%

19.7%
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3.9%
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36.0%

39.0%

11.0%

25.4%

44.3%

18.9%

14.5%

16.2%

14.5%

17.1%

10.1%

7.9%

47.4%

6.1%

45.6%

60.1%

57.5%

64.0%

5.7%

3.5%

3.1%

7.5%

2.6%

9.6%

11.8%

10.5%

11.4%
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渡良瀬遊水地

わたらせ渓谷鐵道

日光杉並木街道

壬生町おもちゃ博物館

足尾銅山

太平山

那須鳥山の山あげ祭

市貝町芝ざくら公園

野木町煉瓦窯
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行ったことがなく、聞いたこともない

わからない
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NPS
®
スコア

訪問率 満足度 推奨度 訪問意欲度 訪問率 満足度 推奨度 訪問意欲度 訪問率 満足度 推奨度 訪問意欲度

渡良瀬遊水地 11.9% 23.1 15.4 (n=26) -6.9 (n=58) 14.9% 50.0 59.4 (n=32) -20.5 (n=83) 27.2% 8.1 12.9 (n=62) -28.9 (n=114)

わたらせ渓谷鐵道 9.1% 30.0 25.0 (n=20) 15.4 (n=78) 14.0% 65.2 50.0 (n=30) -1.0 (n=96) 31.1% 52.6 50.7 (n=71) 5.6 (n=126)

日光杉並木街道 21.5% 23.4 12.8 (n=47) 25.9 (n=54) 31.2% 12.1 14.9 (n=67) 5.5 (n=55) 74.1% 32.9 19.5 (n=169) -14.7 (n=34)

壬生町おもちゃ博物館 7.8% 11.8 11.8 (n=17) -26.0 (n=50) 15.8% 35.3 29.4 (n=34) -1.4 (n=70) 11.0% 20.0 24.0 (n=25) -29.5 (n=78)

足尾銅山 16.9% 13.5 13.5 (n=37) -10.0 (n=100) 17.7% 36.8 26.3 (n=38) -18.6 (n=118) 27.2% 31.1 29.0 (n=62) -17.1 (n=146)

太平山 6.4% 57.1 64.3 (n=14) 1.9 (n=53) 9.3% 55.0 50.0 (n=20) -3.7 (n=54) 18.4% 31.0 23.8 (n=42) -20.0 (n=60)

那須鳥山の山あげ祭 3.7% 50.0 37.5 (n=8) 3.7 (n=27) 6.5% 57.1 64.3 (n=14) 14.6 (n=41) 7.9% 44.4 55.6 (n=18) -6.5 (n=46)

市貝町芝ざくら公園 4.6% 60.0 50.0 (n=10) 23.7 (n=38) 11.6% 36.0 25.0 (n=24) 20.0 (n=35) 11.8% 55.6 65.4 (n=26) -8.7 (n=46)

野木町煉瓦窯 3.2% 42.9 42.9 (n=7) 25.9 (n=27) 6.0% 53.8 46.2 (n=13) 18.4 (n=38) 5.3% 16.7 58.3 (n=12) 4.5 (n=44)

＃大人旅層（n=228）＃家族旅層（n=215）＃女子旅層（n=219）

②観光スポット等の満足度・推奨度・訪問意欲度 

■各観光スポット等のＮＰＳ®4について 

各観光スポット等への訪問経験者を対象に各観光スポット等の満足度と推奨度を聴取し、訪

問未経験者のうち各観光スポット等を認知している者（「行ったことはないが、どのようなとこ

ろか知っている」「行ったことはないが、聞いたことがある」）を対象に、各観光スポット等の訪

問意欲度を聴取した。 

これらについてＮＰＳ®により得点化したものが下表である。訪問率２割以上かつ推奨度 50 以

上の観光スポット等として、＃大人旅層における「わたらせ渓谷鐵道」が該当した。次に訪問率

１割以上かつ推奨度 50 以上の観光スポット等として、＃家族旅層における「渡良瀬遊水地」「わ

たらせ渓谷鐵道」、＃大人旅層における「市貝町芝ざくら公園」が該当した。訪問率は１割未満

であるが推奨度が 50 以上の観光スポット等として＃女子旅層における「太平山」「市貝町芝ざく

ら公園」、＃家族旅層における「太平山」「那須鳥山の山あげ祭」、＃大人旅層における「那須烏

山の山あげ祭」「野木町煉瓦窯」が該当した。なお訪問率が比較的高い「日光杉並木街道」につ

いては、いずれの層においても推奨度が 20 を下回っている。 

図表 4-2-17 ＮＰＳ®により得点化した満足度・推奨度・訪問意欲度 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

注釈１）「かなり満足、かなりおすすめ、かなり行ってみたい」を 10 点、「かなり不満、全くおすすめしな

い、全く行ってみたくない」を０点としたときの点数を選択。10～８点を同意者、５～７点を中立

者、０～４点を非同意者とし、同意者の割合から非同意者の割合の差を算出して指数化した。本来Ｎ

ＰＳ®では 10～９点を同意者、７～８点を中立者、０～６点を非同意者とするが、多くの観光スポッ

ト等において得点がマイナスになることから、本調査ではスコア算出基準を変えている。 

注釈２）色分けについて、緑は割合・スコアが高いことを、赤は割合・スコアが低いことを示す。 

  

                             

4 ＮＰＳ®は、ベイン・アンド・カンパニー、フレッド・ライクヘルド、NICE Systems, Inc.の登録商標又は

サービスマークである。 

55



 

56 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

非同意者 同意者

はい！

・設問への同意度を０～10点の11段階で評価してもらう
・10～９点を「同意者」、５～７点を「中立者」、０～４点を「非同意者」とする
・同意者の割合から非同意者の割合を引き、100を乗じて指数化する

低 高

中立者

いいえ！ まあまあ…
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■各観光スポット等の満足度 

前述の通り、各観光スポット等への訪問経験者を対象に、各観光スポット等の満足度を聴取

したところ下図の通りとなった。 

図表 4-2-18 観光スポット等の満足度（＃女子旅層）（SA） 
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図表 4-2-19 観光スポット等の満足度（＃家族旅層）（SA） 
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図表 4-2-20 観光スポット等の満足度（＃大人旅層）（SA） 
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■各観光スポット等の推奨度 

前述の通り、各観光スポット等への訪問経験者を対象に、各観光スポット等の推奨度を聴取し

たところ下図の通りとなった。 

図表 4-2-21 観光スポット等の推奨度（＃女子旅層）（SA） 
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図表 4-2-22 観光スポット等の推奨度（＃家族旅層）（SA） 
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図表 4-2-23 観光スポット等の推奨度（＃大人旅層）（SA） 

 

  

2.4%

1.2% 1.2% 0.6%

4.0%

1.6%

4.8%

1.4%

3.0%

1.6%

2.4%

3.8%

24.2%

8.5%

19.5%

20.0%

19.4%

21.4%

5.6%

3.8%

8.3%

14.5%

8.5%

10.1%

8.0%

12.9%

9.5%

11.1%

7.7%

16.7%

14.5%

21.1%

19.5%

20.0%

12.9%

14.3%

22.2%

11.5%

8.3%

17.7%

26.8%

23.7%

20.0%

21.0%

21.4%

22.2%

26.9%

16.7%

9.7%

18.3%

10.1%

16.0%

8.1%

7.1%

27.8%

23.1%

33.3%

14.5%

15.5%

11.2%

12.0%

22.6%

21.4%

11.1%

23.1%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

渡良瀬遊水地

わたらせ渓谷鐵道

日光杉並木街道

壬生町おもちゃ博物館

足尾銅山

太平山

那須鳥山の山あげ祭

市貝町芝ざくら公園

野木町煉瓦窯

(n
=
6
2
)

(n
=
7
1
)

(n
=
1
6
9
)

(n
=
2
5
)

(n
=
6
2
)

(n
=
4
2
)

(n
=
1
8
)

(n
=
2
6
)

(n
=
1
2
)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10全くおすすめしない かなり満足

62



 

63 

 

■各観光スポット等の訪問意欲度 

前述の通り、訪問未経験者のうち各観光スポット等を認知している者（「行ったことはないが、

どのようなところか知っている」「行ったことはないが、聞いたことがある」）を対象に、各観光

スポット等の訪問意欲度を聴取したところ下図の通りとなった。 

図表 4-2-24 観光スポット等の訪問意欲度（＃女子旅層）（SA） 
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図表 4-2-25 観光スポット等の訪問意欲度（＃家族旅層）（SA） 
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図表 4-2-26 観光スポット等の訪問意欲度（＃大人旅層）（SA） 
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(４)今後の栃木旅行に求める体験 

①栃木旅行の検討で重視する体験（最も重視するもの１つ） 

栃木旅行の検討で最も重視する体験について、いずれの層でも「温泉に入る」の割合が最も高

く、３層の中でも＃大人旅層における選択率は39.9%と、＃家族旅層の22.3%、＃女子旅層の25.6%

と比べても高い結果となった。＃女子旅層では、次いで「自然・景勝地を散策する（14.2%）」「世

界遺産に行く（9.6%）」「地域ならではの食を楽しむ（9.6%）」の順で高い。＃家族旅層では「温

泉に入る」と同率で「テーマパークで遊ぶ（22.3%）」、次いで「動物園・牧場で遊ぶ（14.0%）」

「自然・景勝地を散策する（13.5%）」の順で高く、＃大人旅層では「温泉に入る」に次いで「自

然・景勝地を散策する（23.7%）」「世界遺産に行く（10.5%）」「ゴルフをする（4.4%）」の順で高

い。 

図表 4-2-27 栃木旅行の検討で重視する体験（最も重視するもの１つ）（SA） 

 

25.6%

14.2%

4.6%

8.7%

9.6%

9.6%

5.5%

3.2%

2.7%

1.4%

2.3%

1.8%

22.3%

13.5%

22.3%

14.0%

4.2%

2.8%

3.7%

2.8%

0.5%

0.9%

0.5%

1.4%

39.9%

23.7%

1.8%

2.2%

10.5%

2.6%

1.3%

1.8%

3.5%

4.4%

3.5%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

温泉（鬼怒川温泉、湯西川温泉等）に入る

自然・景勝地を散策する

テーマパーク（東武ワールドスクウェア、江戸ワ

ンダーランド日光江戸村 等）で遊ぶ

動物園・牧場（那須どうぶつ王国、那須千本松

牧場等）で遊ぶ

世界遺産（日光東照宮、日光山輪王寺、日光二

荒山神社）に行く

地域ならではの食を楽しむ

果物狩り（いちご等）・野菜の収穫体験をする

キャンプをする

紅葉狩り（那須高原、中禅寺湖等）をする

ゴルフをする

自然の中でマウンテンアクティビティ（登山や

トレッキング等）を楽しむ

世界遺産かどうかに関わらず寺・神社・教会・

歴史的建造物（足利織姫神社、カトリック松が

峰教会等）に行く

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層
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1.4%

1.8%

0.9%

1.8%

0.9%

0.0%

0.9%

0.5%

1.4%

0.5%

0.5%

0.5%

0.0%

0.0%

1.9%

0.9%

1.9%

0.9%

1.4%

1.9%

0.5%

0.9%

0.0%

0.5%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.4%

0.0%

0.0%

0.4%

0.4%

0.0%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

グランピングをする

有名店で食を楽しむ

食べ物のお土産（お菓子、冷凍食品等）を買う

自然の中でウォータースポーツ（ラフティン

グ、SUP等）を楽しむ

美術館・博物館・資料館（那須ステンドグラス

美術館、大谷資料館等）に行く

スキー場に行く

工場等（お菓子の城 那須ハートランド、カル

ビー清原工場等）を見学する

イベント（益子陶器市、足利花火大会等）に行

く

カフェやバーなどのおしゃれな空間で食を楽

しむ

乗り物（SL、東武特急スペーシアX等）に乗

る・駅に行く

伝統的な祭り（烏山の山あげ行事、とちぎ秋

まつり等）に行く

雑貨のお土産（益子焼の食器、大谷石のイン

テリア雑貨等）を買う

地域の人等と交流する（収穫体験や祭りに参

加して地元の方と交流する等）

サウナに入る

工房・体験施設で製作体験（アクセサリー作

り、料理等）をする

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層

67



 

68 

 

②栃木旅行の検討で重視する体験（重視するもの４つ） 

栃木旅行の検討で重視する体験を最も重視するものに加え最大３つまで聴取し、最も重視す

るものと合わせて重視するものとしてとりまとめたところ、最も重視する体験で上位４位まで

に挙がらなかった項目として、＃女子旅層では「動物園・牧場で遊ぶ（29.7%）」、「テーマパーク

で遊ぶ（25.6%）」、「果物狩り・野菜の収穫体験をする（24.2%）」に次いで、同率で「食べ物のお

土産を買う（19.2%）」、「紅葉狩りをする（19.2%）」の割合が高い。＃家族旅層では「世界遺産に

行く（23.7%）」、「果物狩り・野菜の収穫体験をする（23.3%）」「地域ならではの食を楽しむ（22.8%）」

の順で高く、＃大人旅層においては「地域ならではの食を楽しむ（21.9%）」、「動物園・牧場で遊

ぶ（19.3%）」、「世界遺産かどうかに関わらず寺・神社・教会・歴史的建造物に行く（15.4%）」、

「テーマパークで遊ぶ（13.6%）」の順で高い。 

図表 4-2-28 栃木旅行の検討で重視する体験（重視するもの４つ）（MA） 

 

55.7%

39.3%

25.6%

29.7%

31.1%

35.6%

24.2%

5.5%

19.2%

2.3%

5.9%

8.2%

48.8%

30.7%

47.9%

48.8%

23.7%

22.8%

23.3%

7.4%

8.4%

1.9%

6.0%

6.0%

73.7%

55.7%

13.6%

19.3%

47.8%

21.9%

13.2%

2.6%

37.7%

7.0%

7.9%

15.4%

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%

温泉（鬼怒川温泉、湯西川温泉等）に入る

自然・景勝地を散策する

テーマパーク（東武ワールドスクウェア、江戸ワ

ンダーランド日光江戸村 等）で遊ぶ

動物園・牧場（那須どうぶつ王国、那須千本松

牧場等）で遊ぶ

世界遺産（日光東照宮、日光山輪王寺、日光二

荒山神社）に行く

地域ならではの食を楽しむ

果物狩り（いちご等）・野菜の収穫体験をする

キャンプをする

紅葉狩り（那須高原、中禅寺湖等）をする

ゴルフをする

自然の中でマウンテンアクティビティ（登山や

トレッキング等）を楽しむ

世界遺産かどうかに関わらず寺・神社・教会・

歴史的建造物（足利織姫神社、カトリック松が

峰教会等）に行く

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層

68



 

69 

 

 

  

7.3%

5.9%

19.2%

6.4%

9.1%

1.8%

6.8%

3.7%

7.8%

2.3%

2.7%

2.7%

1.4%

0.5%

1.8%

4.7%

7.9%

14.9%

3.3%

7.0%

3.3%

9.8%

3.3%

2.3%

6.0%

2.8%

2.3%

0.9%

0.0%

1.9%

0.4%

7.5%

10.5%

1.3%

8.8%

3.5%

6.6%

2.2%

0.9%

5.3%

1.8%

1.3%

0.9%

0.9%

0.0%

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%

グランピングをする

有名店で食を楽しむ

食べ物のお土産（お菓子、冷凍食品等）を

買う

自然の中でウォータースポーツ（ラフティ

ング、SUP等）を楽しむ

美術館・博物館・資料館（那須ステンドグ

ラス美術館、大谷資料館等）に行く

スキー場に行く

工場等（お菓子の城 那須ハートランド、

カルビー清原工場等）を見学する

イベント（益子陶器市、足利花火大会等）

に行く

カフェやバーなどのおしゃれな空間で食

を楽しむ

乗り物（SL、東武特急スペーシアX等）に

乗る・駅に行く

伝統的な祭り（烏山の山あげ行事、とち

ぎ秋まつり等）に行く

雑貨のお土産（益子焼の食器、大谷石の

インテリア雑貨等）を買う

地域の人等と交流する（収穫体験や祭り

に参加して地元の方と交流する等）

サウナに入る

工房・体験施設で製作体験（アクセサリー

作り、料理等）をする

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層
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③栃木旅行の検討で重視する飲食物（最も重視するもの１つ） 

栃木旅行の検討で最も重視する飲食物について、＃女子旅層では「宇都宮餃子」の選択率が

39.7%と最も高く、他の層より 10%pt 以上高い結果となった。次いで「日光ゆば（12.8%）」とな

った。＃家族旅層では「宇都宮餃子（28.8%）」に次いで、「乳製品（14.4%）」が高く、他に「佐

野ラーメン（12.8%）」「いちご（9.8%）」についても、他の層より選択率が高い結果となった。＃

大人旅層では「和牛」の選択率が 21.5%と最も高く、次いで「宇都宮餃子（18.4%）」「日光ゆば

（15.8%）」の順で高い。 

図表 4-2-29 栃木旅行の検討で重視する飲食物（最も重視するもの１つ）（SA） 

 

39.7%

10.0%

12.8%

8.7%

6.4%

3.7%

7.8%

3.2%

3.7%

1.4%

0.5%

0.5%

1.8%

28.8%

13.5%

4.2%

12.6%

14.4%

7.4%

9.8%

2.3%

2.3%

2.8%

0.0%

0.5%

18.4%

21.5%

15.8%

8.3%

7.0%

13.6%

6.1%

4.4%

1.3%

0.4%

0.4%

1.8%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

宇都宮餃子

和牛（大田原牛、とちぎ和牛 等）

日光ゆば

佐野ラーメン

乳製品（那須ソフトクリーム・チー

ズ 等）

そば（日光・今市そば、鹿沼そば

等）

いちご（いちごを使用した

パフェ等のスイーツ 等）

栃木のお酒（日本酒、クラフト

ビール、宇都宮カクテル 等）

天然氷のかき氷

洋菓子（地元洋菓子店のケーキ、

シュークリーム 等）

スープ入り焼きそば

和菓子（老舗和菓子店のどら焼

き、大福 等）

その他

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層

その他の主な内容 

＃女子旅層 
郷土料理（１票） 
ジンギスカン（１票） 
カフェラテ（１票） 
日光の漬物（１票） 

＃家族旅層 
シューマイ（１票） 

＃大人旅層 
イタリアン（１票） 
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④栃木旅行の検討で重視する飲食物（重視するもの４つ） 

栃木旅行の検討で重視する飲食物について、最も重視するものに加え最大３つまで聴取し、最

も重視するものと合わせて重視するものとしてとりまとめたところ、いずれの層でも「宇都宮餃

子」が最も高い。これを除けば、＃女子旅層では「いちご（41.1%）」「佐野ラーメン（40.6%）」

「乳製品（36.5%）」の順で高い。＃家族旅層では「佐野ラーメン（45.6%）」「乳製品（41.4%）」

「いちご（35.3%）」の順で高く、＃大人旅層では「和牛（43.9%）」、「佐野ラーメン（42.1%）」「そ

ば（38.6%）」の順で高い。 

図表 4-2-30 栃木旅行の検討で重視する飲食物（重視するもの４つ）（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.1%

30.6%

34.2%

40.6%

36.5%

20.5%

41.1%

18.7%

20.1%

15.5%

3.2%

12.8%

2.7%

61.4%

32.6%

18.6%

45.6%

41.4%

22.8%

35.3%

8.8%

16.7%

19.1%

6.0%

9.3%

1.4%

56.6%

43.9%

34.6%

42.1%

33.3%

38.6%

36.0%

22.4%

13.6%

12.7%

3.5%

16.7%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

宇都宮餃子

和牛（大田原牛、とちぎ和牛 等）

日光ゆば

佐野ラーメン

乳製品（那須ソフトクリーム・チーズ

等）

そば（日光・今市そば、鹿沼そば

等）

いちご（いちごを使用したパフェ等

のスイーツ 等）

栃木のお酒（日本酒、クラフトビー

ル、宇都宮カクテル 等）

天然氷のかき氷

洋菓子（地元洋菓子店のケーキ、

シュークリーム 等）

スープ入り焼きそば

和菓子（老舗和菓子店のどら焼き、

大福 等）

その他

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層
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(５)普段の旅行への意識 

①国内旅行の頻度 

国内旅行5の頻度について、いずれの層においても「年に２～３回程度」の割合が最も高い。

＃大人旅層においては、「年に４～５回程度（34.2%）」「月に１～２回程度（8.3%）」の割合が他

の層より高く、他の層よりも国内旅行の頻度が高い傾向にある。 

図表 4-2-31 国内旅行の頻度（SA） 

 

  

                             

5 国内旅行は、都道府県域を越えるものとし、日常的な買い物や家庭の都合、仕事による移動は含まないもの

としている。 

19.6%

25.1%

14.0%

54.3%

44.2%

41.7%

21.0%

24.7%

34.2%

2.7%

3.7%

8.3%

2.3%

2.3%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＃女子旅層

＃家族旅層

＃大人旅層

(n
=
2
1
9
)

(n
=
2
1
5
)

(n
=
2
2
8
)

年に１回かそれ以下 年に２～３回程度 年に４～５回程度

月に１～２回程度 月に３回以上
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②旅行情報の仕入れ方 

旅行情報の仕入れ方について、＃女子旅層では「X(Twitter)、Instagram などの SNS」が 64.4%

と最も高く、＃家族旅層を 30%pt 以上、上回っている。＃家族旅層と＃大人旅層では「宿泊予約

サイト」「家族や友人・知人から得た情報」「地域や施設の公式 web サイトの情報」の順で高く、

＃大人旅層では「テレビや映画での紹介、ロケ地情報（48.2%）」「旅行雑誌・ガイドブック（47.4%）」

の割合が他の層より高い。 

図表 4-2-32 旅行情報の仕入れ方 

 

  

53.0%

60.3%

41.6%

37.0%

26.5%

64.4%

0.9%

59.5%

58.1%

45.6%

39.1%

31.2%

27.4%

61.0%

53.9%

48.2%

48.2%

47.4%

9.6%

1.3%

0% 50% 100%

宿泊予約サイト

家族や友人・知人から得た情

報

地域や施設の公式webサイト

の情報

テレビや映画での紹介、ロケ地

情報

旅行雑誌・ガイドブック

X(Twitter)、Instagramな

どのSNS

その他

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層

その他の主な内容 

＃女子旅層 
Google Maps（１票） 
旅行先のパンフレット（１票） 

＃大人旅層 
Google Maps（１票） 
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③栃木旅行を検討する場合に、SNS 等で情報収集する際の検索ワード（ハッシュタグ等） 

栃木旅行を検討する場合に、SNS 等で情報収集する際の検索ワード（ハッシュタグ等）につい

ては、下表の通りである。いずれの層においても栃木全般に関するワード（栃木旅行、栃木観光

など）が人気を集める他、＃女子旅層においてはグルメに関するワード（栃木グルメ、宇都宮餃

子など）、日光に関するワードも人気である。 

図表 4-2-33 栃木旅行を検討する場合に、SNS 等で情報収集する際の検索ワード（ハッシュタグ等） 

（FA：主な回答） 

 ＃女子旅層 ＃家族旅層 ＃大人旅層 

栃木全般 

 

・栃木旅行（3２票） 

・栃木観光（２９票） 

・栃木（25 票） 

・栃木旅（５票） 

・栃木おすすめ（５票） 

・栃木お土産（５票） 

・栃木おすすめスポット（２票） 

・栃木スポット（２票） 

・栃木穴場（２票） 

・栃木インスタ映え 

・栃木名物 

・栃木デート 

・栃木女子旅 

・栃木人気 

・栃木イベント 

・栃木名所 

・栃木デートスポット 

・映え 

・イベント 

・おすすめスポット栃木 

・お出かけスポット 

・おしゃれスポット 

・日帰り旅行 

・ペット可 

・栃木（６票） 

・栃木観光（６票） 

・栃木旅行（４票） 

・子連れ旅行（３票） 

・子連れ（３票） 

・栃木おすすめ（３票） 

・栃木観光地（２票） 

・栃木おしゃれ（２票） 

・栃木人気スポット（２票） 

・子供（２票） 

・栃木人気 

・栃木見どころ 

・栃木イベント 

・旅行 人気 

・遊び場 

・家族 

・自然 

・人気スポット 

・栃木（２票） 

・栃木 観光 

・栃木 楽しいところ 

・栃木 見どころ 

・栃木名所 

・栃木日帰り 

・イベント おすすめ・世界

遺産 

・体験 

・北関東旅行 

・お土産 

グルメ ・栃木グルメ（21 票） 

・宇都宮餃子（6 票） 

・餃子（５票） 

・日光グルメ（３票） 

・いちご（２票） 

・宇都宮餃子 名店 

・宇都宮 いちご狩り 

・宇都宮 グルメ 

・宇都宮 食べ歩き 

・栃木ディナー 

・栃木ランチ 

・栃木飲食店 

・栃木百名店 

・栃木カフェ 

・美味しい栃木 

・那須グルメ 

・ソウルフード 

・ご当地グルメ 

・チーズ 

・ラーメン 

・カフェ 

・栃木グルメ（４票） 

・栃木名物（２票） 

・栃木ご飯 

・栃木美味しい 

・栃木カフェ 

・栃木オーガニック・ご当地

メニュー 

・日光グルメ 

・宇都宮餃子 

・栃木グルメ 

・ソフトクリーム 

・ご当地グルメ 

・いちご 

・大田原牛 

・那須周辺の飲食店 
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 ＃女子旅層 ＃家族旅層 ＃大人旅層 

・肉 

・とちおとめ 

・酒蔵 

温泉、ホテル ・栃木温泉（10 票） 

・温泉旅館 

・旅館 

・秘湯 

・栃木 宿 

・湯西川温泉 

・川治温泉 

・日光 おしゃれ ホテル 

・日帰り温泉 

・温泉（６票） 

・鬼怒川温泉 

・子連れ旅館 

・楽天トラベル 

・じゃらん 

・ペット可 

・温泉（５票） 

・栃木の秘湯 

・良質な温泉 

・楽天トラベル 

自然 ・紅葉（２票） 

・自然（２票） 

・景色がきれいなところ 

・夜景 

・焚き木 

・綺麗 

・山（２票） 

・牧場（２票） 

・景観 

地名 ・日光（16 票） 

・那須（７票）・日光観光（３票） 

・日光旅行（３票） 

・宇都宮（３票） 

・那須アウトレット 

・那須アウトドア 

・那須高原 

・那須スポット 

・那須観光 

・ワールドスクエア・鬼怒川・宇都宮

旅行・奥日光 

・那須（５票） 

・那須高原 

・那須遊び場 

・那須 犬連れ 

・日光 

・日光東照宮 

・宇都宮 

・日光 

・東照宮 

・那須高原 

場所 ・栃木県オートキャンプ 

・スペーシア X 

・アウトレット 

・隠れスポット 

・避暑地 

・記念館 

その他 ・栃木 八百屋 

・登山 

・ゴルフ旅行 

・グランピング 

・キャンプ 

・アルパカ（２票） 

・益子焼き 

・島 

注釈１）票数の表記がない回答については、１票であった。 

注釈２）スペースの有無、栃木表記の有無等の表記ブレについては、統一の上、集計している。 
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④旅行中・旅行後の情報発信の状況 

旅行中・旅行後の情報発信の状況について、＃女子旅層では「家族や友人・知人に報告する（旅

行中：42.0%、旅行後：59.4%）」「X(Twitter)、Instagram などの SNS に投稿する（旅行中：33.3%、

旅行後：41.1%）」と最も高く、他の層よりも情報発信において積極的な傾向がうかがえる。 

図表 4-2-34 旅行中・旅行後の情報の発信の状況（SA） 

 

 

  

42.0%

33.3%

4.6%

0.5%

43.8%

27.9%

15.3%

4.7%

62.3%

25.4%

7.0%

3.1%

2.2%

66.7%

0% 20% 40% 60% 80%

家族や友人・知人に報告する

X(Twitter)、Instagram

などのSNSに投稿する

Google口コミやブログ等

に投稿する

その他

何もしない

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層

■旅行中

59.4%

41.1%

6.4%

1.4%

26.5%

42.8%

18.1%

7.9%

0.5%

48.4%

44.7%

10.1%

9.6%

2.6%

45.6%

0% 20% 40% 60% 80%

家族や友人・知人に報告する

X(Twitter)、Instagram

などのSNSに投稿する

Google口コミやブログ等

に投稿する

その他

何もしない

(n=219) ＃女子旅層

(n=215) ＃家族旅層

(n=228) ＃大人旅層

■旅行後
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３ 調査結果のまとめ 

過去３年以内に宿泊旅行を栃木県で実施した関東在住者（栃木県民除く）を対象としたアンケ

ート結果をまとめる。 

 

(１)単純集計からみた「＃女子旅層」「＃家族旅層」「＃大人旅層」の特徴比較 

「栃木県の観光スポット等について」の設問を除く単純集計結果より、対象３層の特徴を比較

すると、次頁図表のとおりである。 

まず各層で宿泊旅行の範囲や栃木旅行の際の交通手段が異なっており、＃女子旅層は近隣・公

共交通利用、＃家族旅層は自家用車の割合が高いが公共交通も利用しており、＃大人旅層は遠

方・自家用車利用という結果になった。栃木旅行の訪問エリアは、いずれの層でも日光エリアと

那須エリアが２大人気である。特に、＃家族旅層では那須エリア、＃大人旅層では日光エリアへ

の訪問率が突出しており、＃女子旅層は県央エリアへの訪問率が比較的高く、まず各層それぞれ

対応するエリアを対象とし、交通手段も加味しつつおすすめ観光スポットを検討する余地があ

ると考えられる。 

旅行中の写真・動画撮影は＃女子旅層はあらゆるものを対象としており、＃家族旅層は人物を

対象とした撮影が多く、＃大人旅層はそもそも写真を撮らない層も比較的多かった。ウェブ、特

に SNS での情報発信を実施しているのはほぼ＃女子旅層のみという結果になり、＃家族旅層は、

写真や動画については家族や友達、同僚等に見せる動きがみられた。＃女子旅層には印象的な風

景や空間と物撮りや自撮りに適したスポット、＃家族旅層には子どもや家族の写真を撮るのに

適したスポットの選定により、情報拡散効果が見込めると考えられる。 

一方で情報収集の状況としては、＃女子旅層は SNS を駆使し、＃家族旅層は宿泊予約サイトや

家族や友人・知人から収集しており、＃大人旅層は SNS 以外のあらゆる手段を駆使していた。情

報収集時のキーワードとしては、＃女子旅層はグルメ系のワードや地名＋○○というワードが

用いられ、＃家族旅層は「子連れ」等、＃大人旅層は「栃木」や「温泉」などの単純なキーワー

ドで検索されている。各層に届くよう、これらのワーディングを考慮し、各層に届く媒体での情

報発信を行う必要がある。 

栃木旅行を検討する際、最も重視する体験としては、いずれの層も温泉や自然・景勝地に係る

体験の割合が高く、特に＃大人旅層は他の項目と比較して突出している。＃女子旅層はこのほか

に世界遺産や地域ならではの食、＃家族旅層はテーマパークや動物園・牧場を重視している。重

視する体験の結果と併せると、＃女子旅層は地域ならではの食、果物狩り、食べ物のお土産購入

といった食関連の体験が重視されている。＃家族旅層はテーマパークや動物園・牧場といった子

どもが楽しむ仕掛けが用意された施設が好まれ、＃大人旅層は温泉や自然・景勝地、世界遺産、

紅葉狩りと、従来型の王道の観光スポットが好まれている。 
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栃木旅行を検討する際、最も重視する飲食物としては、＃女子旅層と＃家族旅層は宇都宮餃子、

＃大人旅層は和牛の割合が最も高く、全体的に回答が宇都宮餃子に集中している。重視する飲食

物の結果と併せると、＃女子旅層は食関連の体験を重視しているものの、宇都宮餃子以外に目立

って選択割合が高い飲食物がなく、また様々な飲食物に回答が分散している様子も見受けられ

ず、餃子＋αの地域グルメを訴求する必要性があると考えられる。＃家族旅層は子ども、＃大人

旅層は大人の嗜好が反映された結果になっているとみられ、検討にあたって考慮する必要があ

る。  
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図表 4-3-1 単純集計からみた「＃女子旅層」「＃家族旅層」「＃大人旅層」の特徴比較 

 ＃女子旅層 ＃家族旅層 ＃大人旅層 

割付条件 ・ 20 代以下もしくは 30 代 

・ 女性 

・ 直近の栃木県での宿泊旅行がカ

ップル・夫婦旅行もしくは友人等

との２人以上のグループ旅行 

・ 30 代以下もしくは 40 代 

・ 直近の栃木県での宿泊旅行が小

学生以下の子どもを含む家族旅

行 

・ 50 代、60 代もしくは 70 代以

上 

・ 直近の栃木県での宿泊旅行がカ

ップル・夫婦旅行もしくは友人等

との２人以上のグループ旅行 

過去３年間の関

東圏での宿泊旅

行実施地域 

・ 他層より神奈川県や東京都の割

合が高く、居住地近辺で宿泊旅

行を実施しているとみられる 

・ 他層より突出して割合が高い、

もしくは低い都道府県がほとん

どみられない 

・ 群馬県、神奈川県の順に割合が

高く、他層より高い 

・ 東京都、埼玉県の割合が最も低

く、他層よりも低いため、居住地

近辺での宿泊旅行をほとんど実

施していないとみられる 

栃木県内での移

動のために用い

た交通手段 

・ 自家用車の割合は半数程度で、

鉄道や路線バス、レンタカーの利

用比率が他層と比較して最も高

く、公共交通の活用比率が高い 

・ 自家用車の割合が８割弱で、次

点で鉄道（特急）やレンタカーも

２割弱。ほとんどが自家用車移

動であるといえる 

・ 自家用車の割合が７割程度で、

他の手段は１割前後かそれ未満 

観光したエリア ・ 日光エリア、那須エリア、県央エリ

アの順に高く、特に県央エリアは

他層と比較して突出して高い 

・ 那須エリアが突出して高く、他層

と比較しても最も高い 

・ 日光エリア、那須エリアの順位高

いが、特に日光エリアは他層と比

較しても最も高い 

写真や動画の撮

影状況 

・ あらゆる目的で写真撮影を行っ

ている 

・ 人物（自分／同行者）を映すため

に撮る人の割合が最も高く、他

層より高い 

・ 全体的に割合が低く、そもそも

写真や動画を撮らない人も１割

強存在する 

写真や動画の活

用方法（予定含

む） 

・ SNS（鍵アカウント／公開アカウ

ント）への投稿割合が高い 

・ 家族や友達、同僚等に見せると

している人が６割強で、他層より

高い 

・ 特に何もしない人が２割程度と

他層より高い 

栃木旅行の回数 ・ １～２回が半数を超え、６回以上

は２割弱 

・ １～２回が４割強で、６回以上は

２割弱 

・ ６回以上が４割弱と、ヘビーリピ

ーターの比率が高い 

各資源の認知状

況 

・ 各資源の認知度が他層と比較し

て最も低い 

－ ・ 各資源の認知度が他層と比較し

て最も高く、特に日光杉並木街

道は７割強が訪問経験を有する 

栃木旅行の検討

で最も重視する

体験 

・ 温泉や自然・景勝地のほか、世界

遺産や地域ならではの食などが

高い 

・ 温泉とテーマパークが同等で最

も高く、その次に動物園・牧場、

自然・景勝地の割合が高い 

・ 温泉、自然・景勝地の割合が突出

して高く、その次に世界遺産の

割合が高い 

重視する体験 ・ 上記のほか、動物園・牧場、テー

マパーク、果物狩り、食べ物のお

土産を買うことなどが上位項目

として挙げられている 

・ 上記のほか、世界遺産や果物狩

り、地域ならではの食を楽しむこ

となどが上位項目として挙げら

れている 

・ 上記のほか、地域ならではの食、

動物園・牧場、世界遺産かどうか

に関わらず寺・神社・教会・歴史

的建造物に行くことなどが挙げ

られている 

栃木旅行の検討

で最も重視する

飲食物 

・ 宇都宮餃子が約４割と最も高い ・ 宇都宮餃子が約３割で、次点で

乳製品、和牛、佐野ラーメンの順

で高い 

・ 和牛が約２割で、次点で宇都宮

餃子、日光ゆば、そばの順で高い 

重視する飲食物 ・ 上記のほか、いちご、佐野ラーメ

ン、乳製品などが挙げられてい

る 

・ 上記のほか、いちごなどが挙げ

られている 

・ 上記のほか、佐野ラーメンなど

も挙げられている 

旅行情報の仕入

れ方 

・ SNS が６割強と突出して高い ・ 宿泊予約サイトと家族や友人・知

人からの情報収集が同等で６割

程度と最も高い 

・ 宿泊予約サイト、家族や友人・知

人からの情報収集、ウェブサイ

ト、テレビ、ガイドブック等、SNS

を除くあらゆる項目が５～６割と

高い 

SNS 等で情報検

索する際の検索

ワード（ハッシュ

タグ等） 

・ グルメ系のワードや地名を入れ

た検索ワードが豊富に活用され

ている 

・ 「子連れ」や「遊び」など子どもに

関連したワードが活用されてい

る 

・ 単に「栃木」や「温泉」といった単

語が検索ワードとして活用され

ている 

旅行中・旅行後

の情報発信の状

況 

・ 旅行中・旅行後ともに家族や友

人・知人に報告する、SNS に投

稿するとしている割合が高い 

・ 旅行中、旅行後ともに何もしな

い人の割合が高い 

・ 旅行中は何もしない人の割合が

高いが、旅行後は何もしない人

と家族や友人・知人に報告する

人の割合が同程度 
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(２)「＃女子旅層」「＃家族旅層」「＃大人旅層」それぞれにおける各観光スポット等の評価 

「栃木県の観光スポット等について」の設問を通じ、対象３層それぞれにおける栃木県の観光

スポット等についての評価を整理すると、以下のとおりである。＃女子旅層においては、訪問率

の低い「太平山」「那須烏山の山あげ祭」「市貝町芝ざくら公園」「野木町煉瓦窯」等について、

魅力発信によりターゲットに刺さる可能性があり、＃家族旅層においては「渡良瀬遊水地」や「わ

たらせ渓谷鉄道」や「壬生町おもちゃ博物館」等について、発信の工夫により活用が見込まれる。

＃大人旅層においては、「わたらせ渓谷鉄道」や「市貝町芝ざくら公園」等の活用可能性が見え

る結果となっている。 

図表 4-3-2 各観光スポット等の「＃女子旅層」「＃家族旅層」「＃大人旅層」の特徴比較 

 各層に共通する事項 ＃女子旅層 ＃家族旅層 ＃大人旅層 

① 渡 良 瀬 遊

水地 

訪問意欲度が低い 訪問率１割強 

満足度・推奨度・訪問意

欲度共に低位 

訪問率１割強 

満足度・推奨度共に 50

を超えるが、訪問意欲

度が最も低く、魅力は

あるが行ってみたいと

思わせる魅力に欠ける 

訪問率３割弱 

満足度・推奨度は最も

低く、訪問意欲度も低

いため、ターゲット層に

向かないとみられる 

②わたらせ渓

谷鐵道 

＃家族旅層や＃大人

旅層における評価が

高い 

訪問率約１割 

満足度・推奨度・訪問意

欲度共に低～中位 

訪問率１割強 

満足度・推奨度共に 50

を超え、訪問意欲度は

中位 

訪問率約３割 

満足度・推奨度共に 50

を超え、訪問意欲度も

他より高い 

③ 日 光 杉 並

木街道 

訪問率は高いが評価

が低い 

訪問率約２割 

満足度・推奨度共に低

～中位だが、訪問意欲

度は比較的高く、コンテ

ンツの磨き上げが必要 

訪問率約３割 

満足度・推奨度は最も

低く、訪問意欲度も中

位であり、ターゲット層

に向かないとみられる 

訪問率７割強 

満足度・推奨度・訪問意

欲度共に低～中位 

④ 壬 生 町 お

もちゃ博物館 

＃家族旅層以外の評

価が低い 

訪問率１割未満 訪問率２割弱 

満足度・推奨度・訪問意

欲度共に中位 

訪問率約１割 

満足度・推奨度、訪問意

欲度共に低～中位 

⑤足尾銅山 訪問意欲度が低い 訪問率２割弱 

満足度・推奨度・訪問意

欲度共に低位であり、タ

ーゲット層に向かない

とみられる 

訪問率２割弱 

満足度・推奨度・訪問意

欲度共に低～中位 

訪問率３割弱 

満足度・推奨度・訪問意

欲度共に低～中位 

⑥太平山 訪問率は低いが、＃

女子旅層や＃家族旅

層の評価が高い 

いずれも訪問率１割未

満だが比較的満足度や

推奨度が高く、資源活

用可能性を精査する余

地がある 

訪問率１割未満 訪問率２割弱 

満足度・推奨度・訪問意

欲度共に低～中位 

⑦ 那 須 烏 山

の山あげ祭 

訪問率は低いが、比

較的評価が高い 

訪問率１割未満 訪問率１割未満 

⑧ 市 貝 町 芝

ざくら公園 

訪問率は低いが、＃

女子旅層や＃大人旅

層の評価が高い 

訪問率１割強 

満足度は中位、推奨度

は低位だが、訪問意欲

度が最も高く、コンテン

ツの磨き上げが必要 

訪問率１割強 

満足度・推奨度共に 50

を超え最も高く、訪問意

欲度は高いと言えず、

魅力はあるが、行って

みたいと思わせる魅力

に欠ける 

⑨ 野 木 町 煉

瓦窯 

訪問率が低いものの

推奨度がある程度高

い 

訪問率１割未満 訪問率１割未満 
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４ おすすめ観光スポットの検討にあたり考慮すべき事項 

アンケート結果を踏まえた、おすすめ観光スポットの検討にあたり考慮すべき事項は以下の

とおりである。次章では、アンケート調査の結果から活用可能性があると確認された観光スポッ

ト等をおすすめ観光スポットに盛り込むほか、これらの点を意識して検討を進める。 

図表 4-4-1「＃女子旅層」「＃家族旅層」「＃大人旅層」のおすすめ観光スポットの検討にあたり考慮すべき事項 

＃女子旅層 ＃家族旅層 ＃大人旅層 

 東京等からのアクセスが良く

公共交通で周遊可能な観光

スポット等を選定する 

 評価の高い宇都宮餃子のほ

か、様々な食に関する体験

（現地で楽しむグルメ・地域の

お土産・果物狩り・カフェ）を

盛り込む 

 自然・景勝地関連の観光スポ

ット等を含めて提案する 

 印象的な風景や空間、物撮

り・自撮りに適した観光スポ

ット等を選定する 

 自家用車を中心に、場合によ

っては公共交通も活用して周

遊可能な観光スポット等を選

定する 

 テーマパークを軸に、動物園・

牧場や自然・景勝地、果物狩

り等の体験を提案する 

 佐野ラーメンや乳製品等に関

連したグルメを提案する 

 子どもや家族の写真が「映え

る」観光スポット等を選定す

る 

 子連れの親、子どもが楽しめ

る観光スポット等を選定する 

 自家用車で周遊可能な観光

スポット等を選定する 

 温泉や世界遺産に加え、それ

だけではない楽しみ方として

食や自然、歴史のある建物等

を組み合わせて提案する 

 和牛、日光ゆば、そば等に関

連したグルメを提案する 

 家族や友人・知人等に自慢し

たくなるような旅となること

を意識して選定する 

 リピーターも満足できるよう

な観光スポット等を提案する 
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第５章 おすすめ観光スポット 

 

１ おすすめ観光スポット設定の考え方 

(１)エリアについて 

おすすめ観光スポットの設定にあたり、各層１泊２日、２エリアを周遊する旅程を想定し、ま

ずアンケート結果から、それぞれの層の訪問率が高いエリアを確認し、＃大人旅層は日光、＃家

族旅層は那須、＃女子旅層は県央を１つ目のエリア（初日想定）として設定した。 

各層で設定するもう１つのエリアとしては、アンケート結果から、公共交通で移動し、距離的

に近いところへの旅行の実施率が高い＃女子旅層へは、県央からの移動に無理がなく、最も東京

等から距離が近い県南を充てることとした。 

残るエリアのうち、県東エリアは資源リストやアンケート結果を踏まえると、各層に訴求力が

あると考えられる資源の総数が少なく、特に＃家族旅層向けの資源は限られるが、＃大人旅層に

とっては歴史・文化系の資源などが充てられるため、＃大人旅層の２つ目のエリアとして県東を

設定した。 

最後に＃家族旅層の２つ目のエリア（２日目想定）としては、子連れで伸びやかに遊べる資源

などがそろっている県南を充てることとした。 

 

(２)スポット選定の考え方について 

各エリアからおすすめ観光スポットを選定していくにあたって、アンケート結果等を踏まえ、

「各層に地域資源の魅力を訴求することがいかに地域振興に寄与するか」という観点で、スポッ

ト選定の考え方を整理すると以下及び次頁図表の通り。 

＃女子旅層と＃家族旅層については、写真・動画をよく撮影し、それらを活用した情報発信を

多く行う層であるため、写真・動画として記録して発信したいと思ってもらえると考えられる資

源をピックアップし、それらの魅力を訴求することで、より多くの県民・県外民に資源の魅力が

伝わり、資源・地域への訪問者数の増加やさらなる情報発信に繋がることが見込める。 

＃大人旅層については、情報発信力は他の層より劣るものの、リピーターとして何回も栃木県

に来訪している方が多いため、より新しい魅力を発見してさらなる資源・地域への訪問に結び付

けていただけるよう、求めているタイプの地域資源の中から小規模な資源も含めて魅力を訴求

することが望ましいと考えられる。 
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図表 5-1-1 「＃女子旅層」「＃家族旅層」「＃大人旅層」のおすすめ観光スポットの設定の考え方 

ターゲット 考え方 

＃女子旅層  様々な写真・動画を撮り、それを SNS 等で発信することによる情報の広がりが

見込める層なので、写真・動画に収めたくなるかという点を重視し、印象的な風

景や空間、物撮り・自撮りに適した資源を選定する。 

＃家族旅層  人物写真・動画を家族や友達、同僚等に見せることによる口コミによる広がり

が見込める層であり、また、子どもを中心に訪問先を検討する層であるため、子

どもが楽しみ、笑顔になれるような資源であることを前提とし、訪問意欲の高い

テーマパーク系の資源を基軸として一連のおすすめ観光スポットを構成する。 

＃大人旅層  情報発信効果が見込める層というよりは、時間的な余裕もあり旅行回数が多い

層であるため、彼ら自身がリピーター化することで地域での賑わい創出、消費等

による地域振興に寄与する層であり、さらに訪れたくなる新しい発見につながる

ような資源を選定する。 

 

こうした考え方と前章最後に整理した考慮すべき事項を踏まえ、本調査研究において整理し

た資源リストやとちぎの百様に掲載の資源を確認し、スポットの選定を行った。ただし、アンケ

ートで確認された要素を満たすために、主要ガイドブック（昭文社「まっぷる」・「ことりっぷ」、

ＪＴＢパブリッシング「るるぶ情報版」、朝日新聞出版「ハレ旅」）の最新版の確認やその他情報

検索によってスポットを補強した。 

なお、以降のページに記載するスポットのうち、【百】は「とちぎの百様」に掲載の資源、【資】

は本調査研究において整理した資源リストに掲載の資源を指す。 

また、本章では、上記の考え方によって選定したスポット以外にも、「さらに栃木の地域資源

を楽しみたいあなたには・・・」として、各エリア内に存在する資源を紹介している。こちらは、

「とちぎの百様」の作成元となっているリストを元に、県民評価が高い順に観光客にとっても評

価が高いと考えられる資源をピックアップしており、当該リストに適当な資源がない場合は、協

議の上で評価が高いと考えられる資源を追加している。 

 

（３）おすすめ観光スポットの特徴 

以上の作業を実施した結果、本調査研究で作成したおすすめ観光スポットは、以下のような点

で特徴的なものとなった。 

(a) 県内の地域資源や栃木観光等に対する評価を多角的に捉えた結果を元に、各ターゲット

にとって評価が高いもしくは潜在的なポテンシャルが高いと思われる資源を、様々な分

野や地域から、規模の大小を問わず、幅広く抽出している点。 
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(b) ターゲットごとに「訪問者自身による SNS 等を通じた情報発信」や「リピーター化」とい

う実現したい姿を定め、「情報の循環やリピーター化に寄与する資源」という新たな軸で

選定を行うことにより、訪問者数のさらなる増加や地域資源に対する注目度向上等の好

循環を生み出すことを念頭に置いている点。 

(c) 訪問者による評価が高く、強い集客力を有している地域資源と、高いポテンシャルを持

ちつつも訪問者数増加のきっかけがつかめていない地域資源を一つの周遊プランで括る

ことで、前者が有する強い集客力を、後者への訪問者数増加に向けた起爆剤として活用

している点。 
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２ ＃女子旅層観光スポット（県央→県南 １泊２日想定） 

(１)１日目（県央エリア） 

①午前中 

東北新幹線や東武特急にて県央エリア（JR 宇都宮駅、東武宇都宮駅）へ移動。 

なお、本エリアでは、2023 年夏に宇都宮芳賀ライトレール（ライトライン）が開業し、公共交

通機関でのアクセスの幅が広がった。詳細は以下のホームページをご参照いただきたい。 

【宇都宮芳賀ライトレール（ライトライン）ホームページ】https://www.miyarail.co.jp/ 

 

②昼食 

到着したらまず地元名物を。 

 

■宇都宮餃子【百】【資】〈宇都宮市〉 

 ＃女子旅層に圧倒的人気の栃木グルメ、宇都宮餃子は外せな

い。 

（お店の例）来らっせ 本店／宇都宮みんみん 本店／味噌と餃子 

青源 パセオ店／宇都宮餃子館 西口駅前中央店／香蘭／正嗣 宮

島本店／元祖 宇味家 JR 宇都宮駅構内店／味一番／めんめん／

悟空／豚嘻嘻 

画像出典）栃木県「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：餃子の街 宇都宮ベジフル街道 
 

 

■宇都宮焼きそば〈宇都宮市〉 

 「地域ならではの食」を求める＃女子旅層には、ご当地感のあ

る地元名物をぜひ味わってほしい。 

（お店の例） 

石田屋やきそば店／あおやぎやきそば／焼きそば千代 

画像出典）一般社団法人宇都宮観光コンベンション協会 

 

③午後の観光スポット（県央エリア） 

「映え」に特化したスポットで、栃木での記憶と記録を残しては。 

 

■大谷石地下採掘場跡【百】【資】〈宇都宮市〉 

 様々なアーティストの MV や、TV ドラマ、映画の撮影も行わ

れている幻想的な空間で、異世界ムードに浸ってみては。 

画像出典）栃木県「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎいにしえの回廊：五 近代化遺産からのメッセージ、特集 四季を彩
る文化財～とちぎの絶景をゆく～、特集 石をめぐる冒険 
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■若竹の杜 若山農場〈宇都宮市〉 

 見たことないような竹林風景。少し進むと雰囲気がガラリと

一変。人の手が加わってこその整然とした自然美が楽しめる空

間で、カメラ片手にリフレッシュ。 

 

■カトリック松が峰教会〈宇都宮市〉 

 近代ロマネスク様式を基調にした建築が特徴のカトリック教

会。宇都宮特産の大谷石を大部分に使い、国の登録有形文化財

にも指定されている。教会内部や敷地内の見学も可能。夜のラ

イトアップも必見。 

画像出典）一般社団法人宇都宮観光コンベンション協会 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎいにしえの回廊：五 近代化遺産からのメッセージ、特集 四季を
彩る文化財～とちぎの絶景をゆく～、特集 石をめぐる冒険 

 

 

■おやつ 

 

■いちごスイーツ【資】〈宇都宮市ほか〉 

 栃木と言えばいちご。見た目もお腹も満足なパフェなども充実。 

（お店の例）フルーツダイニング 8010 パセオ店／高橋農園 釜川

店 

画像）イメージ 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：いい芳賀いちご夢街道 
 

 

さらに栃木の地域資源を楽しみたいあなたには・・・ 
・ろまんちっく村〈宇都宮市〉 

・とちぎわんぱく公園・おもちゃ博物館〈壬生町〉 

・レモン牛乳〈宇都宮市〉 

・那須烏山の山あげ祭り〈那須烏山市〉★毎年７月の第４土曜日を含む金曜・土曜・日曜の３日間 

・温泉トラフグ〈那珂川町〉 

・宇都宮二荒山神社〈宇都宮市〉 

・鹿沼彫刻屋台まつり〈鹿沼市〉★一番有名な「鹿沼秋まつり」は 10 月の体育の日前の土・日に開催 

・宇都宮のカクテル〈宇都宮市〉 

・喜連川温泉〈さくら市〉 

・高根沢町元気あっぷむら〈高根沢町〉 

・日産栃木工場（上三川町）★事前予約の上、工場見学が可能 

・下野薬師寺跡（下野市） 

 

④宿泊（ホテルの例） 

プチ贅沢旅行に最適で、綺麗なホテルが集積。電車旅に嬉しいアクセス抜群のホテルで、羽を

伸ばしましょう。 
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■チサンホテル宇都宮【資】〈宇都宮市〉 

 地元食材をふんだんに使用した朝食や、とちぎ和牛のほか、

ゆばなどの郷土料理を楽しめる夕食が人気。JR 宇都宮駅から徒

歩１分。 

 

 

 

 

 

■JR 東日本ホテルメッツ 宇都宮＜JR 東日本ホテルズ＞〈宇都

宮市〉 

 館内では至る所に大谷石が使われ、女性専用のレディースシ

ングルや、ジャズの街・宇都宮の特徴を取り入れたシックで個

性的な内装の客室も。JR 宇都宮駅から徒歩１分。 

 

 

 

 

 

■リッチモンドホテル宇都宮駅前アネックス〈宇都宮市〉 

 明るくモダンな雰囲気のホテルで、レディースアメニティが

充実。和洋が選べるバイキングも人気。JR 宇都宮駅から徒歩２

分。 

 

(２)２日目（県南エリア） 

①午前中 

JR 宇都宮線や東武宇都宮線で南下し、県南エリア（JR の場合小山駅で、東武の場合栃木駅で

乗り換え、JR 両毛線佐野駅／足利駅）へ移動。 

 

②昼食 

餃子以外にもまだまだある栃木グルメを食べに、県南エリアへ。 

 

■蔵の街のレトロカフェ〈栃木市〉 

 JR 栃木駅から北に延びる大通り沿いには、洋館や蔵などを改

築した、思わず足を踏み入れたくなるカフェが。インテリアも

楽しみながらくつろぎたい。 

（お店の例）Parlour tochigi／蔵之街ダイニング 蒼 AO／BOOK

＆カフェ なずな（いずれも JR 栃木駅から徒歩圏内） 

画像）イメージ 

 
■足利のカフェごはん〈足利市〉 

 JR 足利駅から徒歩圏内に、雰囲気あるカフェがちらほら。は

しごして楽しむのが正解かも。 

（お店の例）グリムカフェ／あまから家／coco spoon／Café 杏

奴（いずれも JR 足利駅から徒歩圏内） 

画像）イメージ 
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■いもフライ【百】【資】〈佐野市〉 

 ホテルの朝食食べ過ぎた！なんてときにもぴったりな手軽さ

の地元おやつ。２つのご当地ソース「マドロスソース」と「ミ

ツハソース」を使用。 

（お店の例）いもフライ 岡本／イモフライ 厄除け大師通り／

江原商店（いずれも JR 佐野駅から徒歩・バスで 20 分圏内） 

画像出典）栃木県「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：足利佐野めんめん街道 
 

 
■ソースかつ丼【資】〈足利市〉 

 昔から愛されてきた、足利名物のソースかつ丼。 

（お店の例）ホクシンケン食堂／勉強亭 本店（いずれも JR 足

利駅から徒歩圏内） 

 

③観光スポット（２日目午後） 

旅のテーマによって色々な楽しみ方ができる県南エリア。栃木や足利の街歩きも楽しみたい。 

 

 

■あしかがフラワーパーク【百】【資】〈足利市〉 

ピンクの藤のカーテンは言わずもがなの映えスポット。四季

折々の花々と、冬季はイルミネーションも楽しめる。 

画像出典）栃木県「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：足利佐野めんめん街道、とちぎ渡良瀬いちご・フルーツ街
道 

 栃木県サイクリングロード：ワタラセ８（ワタ８） 
 とちぎいにしえの回廊：四季を彩る文化財～とちぎの絶景をゆく～ 

 

 
■蔵の街並み〈栃木市〉 

 栃木市には、黒塗りの重厚な見世蔵や白壁の土蔵群などが残

る。小江戸の雰囲気が漂うレトロな街並みでお気に入りの建物を

見つけてみては。 

この資源が掲載されている既存街道 

 関東ふれあいの道：栃木 13 麦笛のみち 
 とちぎいにしえの回廊：新たな伝統の表現を求めて＝とちぎの近代和風建築～ 

 

 

■足利織姫神社【百】【資】〈足利市〉 

 朱塗りのお宮は緑に映えて美しく、眺望抜群。縁結びのご利益

も。 

画像出典）栃木県「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：足利佐野めんめん街道 
 栃木県サイクリングロード：ワタラセ８（ワタ８） 
 関東ふれあいの道：栃木７ 歴史のまちを望むみち 
 とちぎいにしえの回廊：五 近代化遺産からのメッセージ 
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■佐野プレミアム・アウトレット【資】〈佐野市〉 

 西洋風の開放感のある施設で、ショッピングを楽しんでみて

は。花に彩られたフォトジェニックな空間も。 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：足利佐野めんめん街道 
 栃木県サイクリングロード：ワタラセ８（ワタ８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■野木町煉瓦窯【百】〈野木町〉 

 16 角形の不思議な建物は、いろんな角度で写真に収めたくな

るはず。現存する唯一最古の「ホフマン式円形輪窯」として、国

の重要文化財にも指定されている。JR 宇都宮線古河駅からタク

シーで７分。 

画像出典）栃木県「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 栃木県サイクリングロード：ワタラセ８（ワタ８） 
 とちぎいにしえの回廊：五 近代化遺産からのメッセージ 

 

 

さらに栃木の地域資源を楽しみたいあなたには・・・ 
・佐野ラーメン〈佐野市〉 

・史跡 足利学校〈足利市〉 

・太平山〈栃木市〉 

・野木のひまわり〈野木町〉★例年７月中旬から８月下旬が見頃 

・じゃがいも入り焼きそば・ポテト入り焼きそば〈栃木市・足利市ほか〉 

・佐野厄除け大師〈佐野市〉 

・耳うどん〈佐野市〉 

 

④夕方 

JR で帰路につく。 
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３ ＃家族旅層観光スポット（那須→県南 １泊２日想定） 

(１)１日目（那須エリア） 

①午前中 

東北自動車道で那須エリア（西那須野塩原 IC／黒磯板室 IC／那須 IC）へ移動 

 

②昼食 

那須エリアでは、自然を生かしたパンやそばなどが名物。昼までに到着して楽しんでみては。 

 

 

 

 

 

 

 

■那須のパン【資】〈那須塩原市・那須町〉 

 新鮮な牛乳や卵がある那須は、パン激戦区。普段はなかなか食

べることができない、こだわりのパンが味わえる。 

（お店の例）ペニーレイン那須店／NAOZO（ナオゾー）／カネルブ

レッド／NASU SHOZO CAFÉ 

画像）イメージ 

 
■那須のそば【資】〈那須塩原市・那須町〉 

 那須から湧き出る名水は、そばの風味を豊かにする。普段とは

違うそばの味に思わず驚いてしまうかも。 

（お店の例）胡桃亭／百承蕎麦 大和／石心／那須蕎麦 山月 

画像）イメージ 

 

③午後の観光スポット（那須エリア） 

１日遊べるテーマパークが多数あり、小さな子どもでも楽しめる配慮がなされているため子

連れ旅行に最適。大自然を生かしたアクティビティも多く、はしごしても楽しめる。おやつには

ぜひ、新鮮な牛乳を使ったソフトクリームを。 

■１日遊べるテーマパーク 

 ■那須ハイランドパーク【資】〈那須町〉★冬季は一部休園・休業 

 40 種以上のアトラクションがあり、那須の絶景を楽しめるジェ

ットコースターが人気。小さな子どもから楽しめるアトラクショ

ンも多数。愛犬と一緒に楽しめるアトラクションもあり、ドッグ

フレンドリーな環境も魅力。 

  
■那須どうぶつ王国【資】〈那須町〉★冬季は一部休園・休業 

広々とした園内は世界各地の環境が再現され、ここでしか出会

えない動物も。猛禽類のパフォーマンスなどイベントも盛りだく

さん。砂漠の天使ことスナネコなどのニュースターもいる。全天

候型回廊があり、雨に濡れることなくベビーカーで楽しめるのも

嬉しいポイント。 
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■那須高原りんどう湖ファミリー牧場【資】〈那須町〉★冬季は一

部休園・休業 

 小さな子どもでも楽しめる動物との触れ合い体験やアトラク

ションが多数。湖上を滑空するジップライン（小学３年生以上）

もあり、大きなお子さんも楽しめる。牧場内で飼育されたジャー

ジ種の牛乳を使った飲むヨーグルトも美味。 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：那須高原ミルク街道 
 栃木県サイクリングロード：ナス１ 

 

■特化型アクティビティ 

 

 

 

 

 

■NASU FARM VILLAGE〈大田原市〉 

 見晴らしの良い那須の絶景を眺めつつのホーストレッキング

は、小学生以上（身長 120cm 以上）から楽しめる。トレッキング

はまだ難しい……という子どもに、馬と触れ合うホースセラピー

や、スタッフが引く引き馬コースもある。 

 
■NOZARU【資】〈那須町〉★冬季は一部休園・休業 

 「那須の森の空中アスレチック」をコンセプトにしている

NOZARU は、那須の森の木々と地形を活かしたアクティビティでス

リルを味わえる。子ザルコースは身長 110cm 以上、ノザルコース

は身長 130cm 以上から体験できる。３歳以上から楽しめるアスレ

チック「キツネノボリ」も併設。 

 
■那須サファリパーク【資】〈那須町〉 

 ライオン、トラ、キリン、カバ、ゾウなどの大迫力の動物がい

るサファリをライオンバス、サファリカー（園内用レンタカー）、

マイカーで楽しめる（ライオンバスの場合、所要時間約 40～45

分）。マイカーから下りずに楽しめるので、小さな子供連れでも楽

しみやすい。 

 

 

 

 

 

■那須バギーパーク〈那須町〉★冬季は一部休園・休業 

 四輪バギーは傾斜や沼地のあるコースをパワフルに走破でき、

那須の自然を感じられるアクティビティ。ハンドル操作だけなの

で、初心者から運転できる。６歳以上からバギーに同乗可。身長

130cm 以上から楽しめるレーシングカートも。） 

 

さらに栃木の地域資源を楽しみたいあなたには・・・ 
・なかがわ水遊園〈大田原市〉 

・塩原温泉〈那須塩原市〉 

・茶臼岳〈那須町〉★冬季は一部休園・休業 

・那須温泉〈那須町〉 

・殺生石〈那須町〉 

・尚仁沢湧水〈塩谷町〉 

・那須平成の森〈那須町〉 

・八方ヶ原〈矢板市〉 

・おしらじの滝〈矢板市〉 
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■おやつ 

 

■那須のソフトクリーム【資】〈那須塩原市・那須町〉 

 牧場の新鮮な牛乳で作られたソフトクリームは、那須旅行中に

１度は食べたい。千本松牧場や南ヶ丘牧場といった、動物と触れ

合える牧場もあり、おやつからの流れでのんびりと遊ぶのもいい

かも。 

（お店の例）ソフトクリーム スタンド（GOOD NEWS 内）／南ヶ丘

牧場／森林ノ牧場 那須／千本松牧場 

画像）イメージ 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：那須高原ミルク街道 
 

 

④宿泊（ホテルの例） 

那須エリアには数多くのホテルがあり、キッズルームや客室付露天風呂を備えた、子連れ旅行

に嬉しい施設も。最近はグランピング施設も増加中。 

 

■ホテルエピナール那須【資】〈那須町〉 

 ０～３歳児向けのベビールールや、幼児向けのキッズルームな

ど、子どもが喜ぶお部屋を備えたリゾートホテル。温泉大浴場や

露天風呂、エステもあり、パパ・ママが楽しんでいる間に利用で

きる託児サービス「ぴよぴよルーム」も。 

 

 

 

 

 

■ホテルサンバレー那須〈那須町〉 

敷地内に９宿泊施設を備えたスパ＆リゾート。露天風呂客室も、

様々なスタイルで提供しており、小さな子ども連れでも安心して

温泉を楽しめる。期間限定で温泉プールもある。 

 

 

 

 

 

■那須グランピング〈那須町〉 

 ドーム型のテントでグランピングを体験できる施設が 2023 年

４月にオープン。テントにはシャワーとトイレ、冷暖房が完備さ

れ、子どもでも安心して滞在できる。 

  

  

  

■塩原大網 湯守田中屋〈那須塩原市〉 

 塩原温泉郷の中の大網温泉に位置しており、風呂付客室が充実

していて、家族で名湯を楽しめる。 
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(２)２日目（県南エリア） 

①午前中 

東北自動車道で県南エリア（佐野 SIC／佐野藤岡 IC）へ移動 

 

②昼食 

那須エリアからの帰り道、大人気の佐野ラーメンを食べに、ぜひ東北自動車道を途中下車して

みてはいかが。 

 

■佐野ラーメン【百】【資】〈佐野市〉 

 青竹打ちで生まれるコシの強い縮れ麺と、すっきりとした醤油

味のスープとの相性は抜群で、子どもから大人まで大好きな味。

エリアには数多くの行列店がある他、東北自動車道の佐野サービ

スエリアで気軽に味わうこともできる。 

（お店の例）青竹手打ラーメン 日向屋／麺屋 ようすけ／らーめ

ん大金／佐野サービスエリア 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：足利佐野めんめん街道 
 

 

■じゃがいも入り焼きそば・ポテト入り焼きそば【百】〈栃木市・

足利市ほか〉 

 栃木市名物のじゃがいも入り焼きそばと、足利市名物のポテト

入り焼きそば。一口大のゆでたじゃがいものホクホクとした食感

が楽しいアクセントで、地元の人にとっては子どものころから親

しむソウルフード。 

（お店の例）大豆生田商店／大日茶屋 

画像出典）栃木県「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：足利佐野めんめん街道 
 

 

③観光スポット（２日目午後） 

実は県南エリアには、ファミリーでの旅行に適したスポットが多く、帰り道も楽しめる。 

 

■佐野プレミアム・アウトレット【資】〈佐野市〉 

 約 180 店舗からなる佐野プレミアム・アウトレットには、遊具

のあるプレイグラウンドや、レゴ®ストアのプレイコーナーなどの

子どもが遊べるスポットも充実しており、ファミリーで滞在でき

る。 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：足利佐野めんめん街道 
 栃木県サイクリングロード：ワタラセ８（ワタ８） 

 

 

 

 

 

■あしかがフラワーパーク【百】【資】〈足利市〉 

あしかがフラワーパークは年間を通じて様々な花が開花してお

り、いつでも楽しめる。冬季に開催されるイルミネーションは圧

巻で、本物の花のように楽しめる藤棚など、注目のスポットが多

数。イルミネーションのために延泊してもいいかも。 
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画像出典）栃木県「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：足利佐野めんめん街道、とちぎ渡良瀬いちご・フルーツ
街道 

 栃木県サイクリングロード：ワタラセ８（ワタ８） 
 とちぎいにしえの回廊：四季を彩る文化財～とちぎの絶景をゆく～ 

 

 

■果物狩り【資】〈栃木市ほか〉★ブルーベリー・桃：6月～8月、いち

ご：11 月～5 月 

 県南エリアには、ぶどう狩りを楽しめる観光農園が多数あり、

親子で楽しめる。いちご、桃、ブルーベリーなど季節により様々

な果物狩りができる佐野観光農園アグリタウンもおすすめ。 

（ぶどう狩りを楽しめる観光農園） 

高科ぶどう園／川田ぶどう園／森田ぶどう園／盤峰園／等 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：とちぎ渡良瀬いちご・フルーツ街道 
 

  

  

  

  

■岩下の新生姜ミュージアム〈栃木市〉 

 岩下の新生姜®をテーマにした展示やアトラクションで、ユニー

クな写真を撮れる。淡いピンクの色合いは女の子にウケるかも。

イワシカちゃんのぬいぐるみや、人気キャラクターとのコラボグ

ッズも。 

 

■渡良瀬遊水地【百】〈栃木市・小山市・野木町〉 

 広大なヨシ原を中心とした渡良瀬遊水地は、約 1,000 種の植物、

約 260 種の鳥類、約 1,700 種の昆虫類（陸上・水中）、約 50 種の

魚類6が生育・生息する「生きている自然の博物館」。2012 年には

ラムサール条約に登録された。学べて遊べるスポットで、子ども

の自由研究のテーマにしてみては。 

画像出典）栃木県「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 栃木県サイクリングロード：ワタラセ８（ワタ８） 
 とちぎいにしえの回廊：特集 四季を彩る文化財～とちぎの絶景をゆく～ 

 

 

さらに栃木の地域資源を楽しみたいあなたには・・・ 
・史跡 足利学校〈足利市〉 

・蔵の街栃木〈栃木市〉 

・太平山〈栃木市〉 

・イモフライ〈佐野市〉 

・野木のひまわり〈野木町〉★例年７月中旬から８月下旬が見頃 

・佐野厄除け大師〈佐野市〉 

・みかも山公園〈栃木市〉 

 

④夕方 

東北自動車道で帰路につく。  

                             

6 渡良瀬遊水地「渡良瀬遊水地の自然」（https://watarase.or.jp/wild/） 
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４ ＃大人旅層観光スポット（日光→県東 １泊２日想定） 

(１)１日目（日光エリア） 

①午前中 

東北自動車道で日光エリア（日光 IC／清滝 IC／今市 IC）へ移動 

 

②昼食 

そば、ゆばなど、＃大人旅層に人気の食がいっぱい。 

 

■今市そば【資】〈日光市〉 

 地元のそば粉を使い、地元の名水で打ったそばは、県内外にフ

ァンが。 

（お店の例）甜蕎屋 源平／三たてそば 長畑庵／野点庵／そば処 

水無湧水庵／報徳庵 

画像）イメージ 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：日光例幣使そば街道 
 

 

■日光湯波【資】〈日光市〉 

 日光「湯波」は、豆乳を煮詰めたときにできるうすい膜を二重

にして引き上げる製法が特徴。懐石、麺類、スイーツなどの様々

な形態を楽しめ、健康食品としても優秀。 

（お店の例）さかえや／龍頭之茶屋／三本松茶屋／カフェレスト

ラン匠／旬菜蔵せんや／日光湯波処 平安／湯波こまち／日光ゆ

ば遊膳／和み茶屋／さんフィールド／油源／全 

 

③午後の観光スポット（日光エリア） 

日光には、世界遺産や希少な建築、豊かな自然美など、何度でも通いたくなる唯一無二の魅力

を持つ資源が集積。 

■世界遺産関係 

 
■日光東照宮【百】【資】〈日光市〉 

 徳川家康の遺言により建立された日光東照宮。江戸時代の技

術を結集した豪華絢爛な社殿が特徴的であり、平成 11 年に世

界遺産登録。各所で精巧で美しい彫刻を目の当たりにできる。 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎいにしえの回廊：四 聖地日光へつづく道 
 

 

■日光山輪王寺【百】【資】〈日光市〉 

日光山は、766 年に勝道上人により開山され、鎌倉時代には

関東の一大霊場として栄えた。数々のお堂や本坊、支院の全体

を指して「日光山 輪王寺」と総称する。 

画像出典）「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎいにしえの回廊：四 聖地日光へつづく道 
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■日光二荒山神社【百】【資】〈日光市〉 

 本社は日光市山内（東照宮の西側）、中宮は、中禅寺湖のほと

り、奥宮は男体山の頂上にある。主祭神の「大己貴命（おおな

むちのみこと）」は、縁結びのご利益でも人気。 

画像出典）「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎいにしえの回廊：四 聖地日光へつづく道 
 

■特色ある建築・自然散策 

 

■イタリア大使館別荘記念公園【資】〈日光市〉 

 1997 年まで歴代大使が使用。「本邸」と、副邸を整備した「国

際避暑地歴史館」から成り、中禅寺湖の風景を堪能できるだけ

でなく、地元の日光杉を活用した、建物自体の市松模様のモダ

ンな外観も特徴的。 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎいにしえの回廊：四季を彩る文化財～とちぎの絶景をゆく～ 
 

 

 

 

 

 

■英国大使館別荘記念公園【資】〈日光市〉 

 旧英国大使館別荘を一般公開する形で、2016 年に開園。美し

い風景を満喫できる山荘にて、奥日光の国際避暑地としての歴

史や英国文化についての展示が行われている。 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎいにしえの回廊：四季を彩る文化財～とちぎの絶景をゆく～ 
 

 

 

 

 

 

■日光田母沢御用邸記念公園【資】〈日光市〉 

 明治 32 年から昭和 22 年まで３代にわたる天皇・皇太子が利

用した御用邸で、江戸・明治・大正と三時代の建築様式をもつ

集合建築群。当時の建築様式や皇室文化を垣間見ることができ

る。四季により様々な表情を見せる庭園も見どころ。 

 

 

 

 

 

■鬼怒楯岩大吊橋【資】〈日光市〉 

 鬼怒川の急流や緑豊かな山々を眺めることができる。周囲に

は縁結びで有名な「楯岩鬼怒姫神社」や「縁結びの鐘」などの

パワースポットが集結。 

 

 

 

 

 

■戦場ヶ原【百】【資】〈日光市〉 

 100 種類以上の湿原性植物が生育する本州最大級の湿原。平

成 17 年に「ラムサール条約湿地」に登録。自然散策が好きな＃

大人旅層にも。 

 

 

 

 

 

■東武ワールドスクウェア【資】〈日光市〉 

 世界の建造物や世界遺産を 25 分の１スケールで再現した世

界建築博物館で、手軽に国内・海外旅行気分が楽しめる。体力

的にも時間的にも手軽に世界遺産を目の当たりにできるので、

＃大人旅層にうってつけ。 
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■お土産購入＋体験  

  

  

  

  

■日光ろばたづけ鬼怒川店「浅漬け体験」【資】〈日光市〉 

 日光名物「たまり漬け」を製造する同店では、試食コーナー

も充実しており、お土産選びもばっちり。プロが厳選した旬の

野菜と漬け物醤油で、あなただけの「浅漬け」を作ってみては。 

 

■片山酒造「酒造見学」【資】〈日光市〉 

 事前予約制の酒造見学では、明治 13 年の創業以来大切に受

け継いでいる搾りの見学が可能。実際に絞りをしている時期で

あれば、搾りたての試飲も。日光連山から流れる水を使い、職

人の手により丁寧に造られた至高の日本酒。 

画像）イメージ 

 

さらに栃木の地域資源を楽しみたいあなたには・・・ 
・華厳の滝〈日光市〉 

・鬼怒川温泉〈日光市〉 

・日光天然水のかき氷〈日光市〉 

・日光中禅寺湖畔〈日光市〉 

・わたらせ渓谷鐵道〈日光市〉 

・いろは坂〈日光市〉 

・男体山〈日光市〉 

・湯西川温泉〈日光市〉 

・日光東照宮百物揃千人武者行列〈日光市〉★５月 18 日 

・竜頭の滝〈日光市〉 

・足尾銅山〈日光市〉 

・奥日光〈日光市〉 

・日光湯元温泉〈日光市〉 

・奥鬼怒温泉〈日光市〉 

・霧降高原〈日光市〉 

・龍王峡〈日光市〉 

・野岩鉄道〈日光市〉 

・日光白根山〈日光市〉 

・川治温泉〈日光市〉 

 

④宿泊（ホテルの例） 

リゾート地としての歴史が古い日光エリアには、趣を感じられるホテルがたくさん。もちろん

良質な温泉も楽しめる。 

 

■日光金谷ホテル【資】〈日光市〉 

 明治６年創業、現存する日本最古のリゾートホテル。日本の建

築美に西洋の家具や備品がとけ込み、クラシックホテルならでは

の雰囲気が漂う。 
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■日光星の宿【資】〈日光市〉 

日光名産の湯波料理と庭園が眺められる温泉が自慢の宿。日光

東照宮までは徒歩圏内。 

 
■奥日光湯元温泉【資】〈日光市〉 

 788 年に日光開山の祖「勝道上人」が発し、それ以来湯治場とし

て長い間親しまれてきました。日光の奥座敷といわれ、日本で 4

番目に濃い硫黄温泉。国民保養温泉地第一号として、優れた温泉

地として環境省により指定されており、全ての施設が温泉宿とな

っている。 

（宿の例）ゆ宿 美や川／湯元板屋／湯守釜屋 
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(２)２日目（県東エリア） 

①午前中 

国道 119 号経由で県東エリアへ移動 

 

②昼食 

レトロでモダンな雰囲気のある店舗を探してみてはいかが。 

 

■益子のカフェごはん〈益子町〉 

 益子焼の器に映える、おしゃれなカフェごはんを楽しめる。 

（お店の例）Cafe Novel／カフェ ましこびと／カフェ・ギャラリ

ー作坊吃／壺々炉 

 

③観光スポット（２日目午後） 

益子焼のメッカでの陶芸体験や、県内随一の農業エリアだからこその食体験が可能。 

 ■陶芸体験【資】〈益子町〉 

 益子焼の老舗窯元で、買い物や陶芸体験を楽しんでみては。 

（陶芸体験ができる窯元） 

陶芸の森 長谷川陶苑／益子焼陶芸体験教室 よこやま／等 

 

 

 

 

 

■益子のまち歩き（城内坂通り）【資】〈益子町〉 

益子駅から東に 500m 続くメインストリートでは、カフェや

ギャラリー、個性豊かな益子焼の販売店が軒を連ねる。 

 

 

 

 

 

■真岡鐵道「SL もおか」号〈真岡市〉 

 土日祝日に通年運行を行っているので、四季折々の風景が

楽しめる。春であれば桜と菜の花の共演、冬は雪景色が見ら

れることも。 

 

■道の駅 もてぎ【資】〈茂木町〉 

県内最初の道の駅。特産品や農産物が販売されているほか、

土曜、日曜、祝日には、真岡鐵道を走る SL を見ることもでき

る。 

画像出典）「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 栃木県サイクリングロード：鬼怒川・八溝サイクルルート（おにハチ） 
 関東ふれあいの道：栃木 20 風薫る山里のみち 
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■道の駅ましこ【資】〈益子町〉 

 益子の土地で育った新鮮な農産物や加工品、工芸品などの

物産を販売。建物は、「JIA 日本建築大賞 2017」の大賞を受賞。 

 

この資源が掲載されている既存街道 

 栃木県サイクリングロード：鬼怒川・八溝サイクルルート（おにハチ） 
 

 

■いちご狩り【資】〈真岡市・益子町ほか〉★11月～５月頃がシ

ーズン 

 栃木県の中でもいちごの生産量が最も多い県東エリア。と

ちおとめをはじめ、様々ないちごを食べ比べてみては。 

 シーズンオフには他の果物狩りを実施しているところも。 

（いちご狩りを楽しめる観光農園） 

MASHIKO STRAWBERRY FARM／JA はが野益子観光いちご団地／

井頭観光いちご園／等 

この資源が掲載されている既存街道 

 とちぎ「食」の回廊：いい芳賀いちご夢街道 
 

 

■市貝町芝ざくら公園【百】〈市貝町〉★例年４月中旬から５月上

旬が見頃 

 ４月上旬～下旬頃まで「芝ざくらまつり」を開催。シーズ

ンにはカラフルな芝ざくらが斜面を彩る。時期が合えばぜひ

訪れたい。 

画像出典）「とちぎの百様」 

この資源が掲載されている既存街道 

 栃木県サイクリングロード：鬼怒川・八溝サイクルルート（おにハチ） 
 

 

さらに栃木の地域資源を楽しみたいあなたには・・・ 
・モビリティリゾートもてぎ〈茂木町〉 

・茂木のゆず〈茂木町〉★11 月～１月頃がシーズン 

・延生地蔵尊〈芳賀町〉 

・高田山専修寺〈真岡市〉 

・般若寺跡〈芳賀町〉 

 

④夕方 

東北自動車道で帰路につく。 
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第６章 栃木県内各種街道の整理と今後の方向性等 
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第６章 栃木県内各種街道の整理と今後の方向性等 

 

１ 栃木県内各種街道の概要 

栃木県内の地域資源をつないだ主な街道として、「とちぎいにしえの回廊」「関東ふれあいの道

（首都圏自然歩道）」「とちぎ食の回廊（食の街道）」「栃木県サイクリングルート」「日本風景街

道」の５つ（以下、「既存街道」という。）が存在する。 

これらの既存街道は、網羅している地域資源、周遊コース、特徴等がそれぞれ異なっており、

その概要は図表 6-1-1 の通りである。 

 

図表 6-1-1 既存街道の概要 

 
(※) 日本風景街道は、日光エリアの有名な観光スポットを巡る 1 コースのみのため、以降の議論の対象から除外 

 

「とちぎいにしえの回廊」と「関東ふれあいのみち（首都圏自然歩道）」は、いずれも文化遺

産や史跡等を多く含むという点で似通っているが、細部にはそれぞれの特色を有している。 

前者は、栃木県の歴史や文化に興味・愛着があり、テーマに沿って体系的に知りたいと考えて

いる層が主な利用者層であると考えられる。コース全長は、短いものでも数十㎞、長いものは 150

㎞にも及ぶため、移動手段はほぼ自家用自動車やレンタカーに限定され、自動車で長距離を移動

しながら、終日又は宿泊を伴いつつ、ゆっくり見て回るような利用者像がイメージできる。 

後者は、コースの起終点まで公共交通機関で移動し、半日程度で周遊可能な 10 ㎞前後の短い

コースであることから、土日などの短い休みに、比較的近場から公共交通機関を利用して、日帰

りで訪れるような層が主な利用者層と考えられる。また、コース数が栃木県内で計 36 コースと

非常に多く、県内の全コースを踏破すると認定証が交付される「コース踏破認定制度」が存在す

るため、ウォーキングや散策を兼ねて、全コース制覇に向けて、ちょっとした休みを利用してリ

ピートするような利用者像がイメージできる。 

 

「とちぎ食の回廊（食の街道）」は、コースとして設定された 10 のジャンルのいずれかの食べ

物が好きで、現地に赴いてまでそれを食べたいと考えている層が主な利用者層と考えられる。た

107



 

110 

 

だし、本街道は、周辺の観光スポット等も幅広く網羅しており、必ずしも食だけにジャンルを限

定したものではない。 

 

「栃木県サイクリングルート」は、専用自転車（ロードレーサー）を所有し、長距離のサイク

リングを趣味とするサイクリストに対象を限定した「サイクルツーリズム」専用街道である。本

街道は、移動手段を自転車に限定した点に特色があり、網羅する地域資源の分野は様々である。 

 

なお、それぞれの既存街道の詳細については、以下のホームページをご参照いただきたい。 

 

「とちぎいしにえの回廊」 

https://www.inishie.tochigi.jp/ 

「関東ふれあいの道（首都圏自然歩道）」 

https://www.env.go.jp/nature/nationalparks/pick-up/long-trail/kanto/ 

「とちぎ食の回廊（食の街道）」 

https://www.agrinet.pref.tochigi.lg.jp/tochigi_event/event.cgi 

「栃木県サイクリングルート」 

https://www.tochigiji.or.jp/cycletourism/ 

「日本風景街道」 

https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/fukeikaidou/index.html 

 

  

108



 

111 

 

２ 「おすすめ観光スポット」との対比等から見えてきた既存街道の課題 

(１)「おすすめ観光スポット」と既存街道の対比 

「おすすめ観光スポット」は、網羅性と妥当性を有する３つのターゲット層（＃女子旅、＃家

族旅、＃大人旅）を設定するとともに、情報の発信と循環に寄与する地域資源、旅行者による評

価が高い地域資源等をつなぐことにより、多くの人に受け入れられやすい「入口の広さ」と多く

の人から支持される「高い満足度」を実現している点に特徴がある。 

一方、既存街道は、旅行者の嗜好や移動手段によるグルーピングがなされており、街道ごとに

想定するターゲット層が明確に異なっている。地域資源は、文化的価値を有する文化遺産や、地

域住民にとっての誇りとなる史跡、自然景観等を中心に選定されており、小規模な地域密着型の

地域資源も多く含まれている。（既存街道が網羅している主な地域資源は巻末の参考資料３参照） 

 これらの対比をまとめたものが、以下の図表 6-2-1 である。 

 

図表 6-2-1 「おすすめ観光スポット」と既存街道の対比 

 

 

(２)「おすすめ観光スポット」との対比等から見えてきた既存街道の課題 

「おすすめ観光スポット」と既存街道を対比することによって、既存街道における以下の課題

が見えてきた。 

①課題１：「地域資源そのものの魅力度」 

複数の地域資源をつないだ街道の魅力度は、街道を構成するメインコンテンツである地域資

源そのものの魅力度に大きく左右される。従って、以前から存在する地域資源をそのままの形で

活用するだけではなく、地域資源の新たな魅力創出、高付加価値化、プロモーション手法の見直

し等により、地域資源そのものの魅力度向上の取組を進めていく必要がある。 

街道でつなぐ以前に、地域資源そのものの魅力度向上を図ることが、第一義的に取り組むべき

前提事項であるともいえる。 
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しかしながら、本件は、地域資源を「つなぐ」ことによる地域振興に関する調査研究であり、

「つなぐ」ことが本調査研究の主眼である。地域資源そのものの魅力度向上策の検討は、本調査

研究の趣旨から逸脱するため、議論の対象からは除外する。 

 

②課題２：「地域資源のつなぎ方」 

前述のとおり、既存街道は、「文化遺産を巡る街道」（とちぎいにしえの回廊）や「食を楽しむ

街道」（とちぎ食の回廊（食の街道））などのように、特定のテーマに沿って街道を設定している

点に特色がある。特定のテーマで地域資源をつなぐことによって、つながれた街道にコンセプト

が生まれ、そのコンセプトに興味・関心を持つ層に対する訴求力となる。例えば、単体で存在し

ている文化遺産を特定の歴史的背景等でつなぎ、「文化遺産を巡る街道」と題することで、文化

遺産に興味・関心を持つ層に対して強い訴求力を有することとなる。 

一方、文化遺産のみをつなぐことによる弊害としては、文化遺産に興味・関心がない層を排除

してしまう可能性が考えられる。文化遺産のみをつないだ街道は、文化遺産に興味・関心がない

層の目には魅力的に映りにくい。また、コース近隣に文化遺産以外の分野の魅力的な地域資源が

あったとしても、コースに組み込まれていないため、看過してしまう可能性がある。 

つまり、地域資源を「文化遺産」などのような特定のテーマに沿ってつなぐことによって、「終

日、文化遺産のみを周遊することに満足度を感じる」ヘビーユーザー層に利用者が限定され、例

えば「主にテーマパークを楽しみながら、近隣に文化遺産があればちょっと足を運んでみたい」

などのようなライトユーザー層が排除される結果となっている可能性がある。 

地域資源への訪問者数を拡大し、地域資源に対する注目度を向上させるためには、ライトユー

ザー層を取り込むことでユーザー層の入口の幅を広げつつ、ユーザー自身が自らの興味・関心の

度合い等に応じて、様々な分野の地域資源の中から自由に選択して周遊するような仕組みを検

討する必要がある。 

そこで、本調査研究では、地域資源への訪問者数を拡大し、地域資源に対する注目度を向上さ

せるための方策の一つとして、以下の仮説１を設定した。 

 

仮説１「旅行者を惹きつける魅力を有する高評価の地域資源と、栃木県が自慢したい『とちぎ

の百様』などの地域資源を、ユーザー自身が自由に組み合わせて周遊できる仕組みを

整備することで、後者の地域資源への訪問者数を拡大し、注目度を向上させることが

できるのではないか。」 
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③課題３：「各街道の縦割り管理」 

既存街道は、各街道が所管課ごとに縦割りで管理されており、各街道のホームページも個別に

存在している。既存街道を一体的にＰＲするような仕組みが存在しないため、街道間のユーザー

の流動性が低い。 

地域資源への訪問者数を拡大させるためには、例えば「Ａ街道を周遊し終えた人に、Ｂ街道の

周遊をお勧めする」など、1人のユーザーが複数の街道を順番に周遊することで栃木県の魅力を

多角的に感じてもらうような、街道間のユーザー流動性を向上させるための取組が必要である。 

そこで、本調査研究では、街道間のユーザー流動性向上のための方策の一つとして、以下の仮

説２を設定した。 

 

仮説２「多くの人に受け入れられやすい「入口の広さ」と多くの人から支持される「高い満足

度」を有する「おすすめ観光スポット」を入口として、そこから既存街道にユーザー

を誘導すべきではないか。また、同時に既存街道間のユーザーの往来も促すため、全

ての街道を束ねて、栃木県のホームページ等で一体的にＰＲすることが必要ではない

か。」 
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３ 各種街道の位置付け 

(１)「おすすめ観光スポット」 

前述のとおり、「おすすめ観光スポット」は、「入口の広さ」と「高い満足度」を実現している

ことから、最初に多くの人に周遊していただきたい地域資源群である。 

栃木県の魅力的な地域資源に触れた経験が少ないビギナー層には、まずは栃木県の地域資源

の豊かな魅力に「気付いてもらう」必要があり、そのためには、その魅力がストレートに伝わる

ような、旅行者による評価が高い地域資源を選定することが効果的である。栃木県の地域資源の

魅力に気付いたら、その次の段階として、栃木県の地域資源の魅力を SNS や口コミ等で情報発信

してもらうこと、又は、自身にリピーターになってもらうことを期待したいところである。 

それらの実現に寄与する可能性が高いのが「おすすめ観光スポット」であり、「おすすめ観光

スポット」を最初に周遊すべき地域資源群として位置付けたうえで、そこから既存街道へつない

でいくような戦略が求められる。 

 

(２)既存街道 

既存街道は、特定のテーマに沿って設定されており、各街道が訴求力を発揮するターゲット層

が明確に定められている。例えば、「とちぎいにしえの回廊」であれば栃木県の歴史や文化に興

味・関心を持つ層、「栃木県サイクリングルート」であればサイクリスト層などである。従って、

既存街道は、各街道が想定しているターゲット層に対してピンポイントでアプローチすること

が効果的であり、ポイントを絞らない普遍的アプローチには適していないと考えられる。 

また、既存街道が網羅する地域資源は、主に文化的価値を有するものから選定されており、遠

方からの旅行者の訪問動機にはなりにくい小規模な地域密着型の地域資源も多数含まれている。

そのため、ビギナー層が最初に既存街道から周遊した場合、栃木県の地域資源に対する期待値の

剥落等につながる懸念がある。 

これらのことから、既存街道については、各街道が想定するターゲット層に対してピンポイン

トで案内する、又は、最初に「おすすめ観光スポット」を周遊した結果、栃木県の地域資源の豊

かな魅力に気付き、ちょっと違った視点での再周遊等を希望する人に案内する『スペシャル街道』

と位置付ける。 

 

図表 6-3-1 既存街道の案内イメージ 
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４ 今後の取組の方向性 

  既存街道の課題から設定した２つの仮説等に対する今後の取組の方向性を以下に示す。 

 

(１)仮説１に対する取組の方向性 

まず、仮説１については、「おすすめ観光スポット」に「とちぎの百様」など栃木県の地域資

源をプラスした新たな街道として「（仮称）栃木○○旅 おすすめ観光スポット＋ワン」（「○○」

には、ターゲットに応じて「女子」「家族」「大人」のいずれかが入る）を作成することにより、

①多様なユーザーニーズの充足、②地域資源への注目度向上、③既存街道への橋渡しにつなげる。 

「（仮称）栃木○○旅 おすすめ観光スポット＋ワン」は、旅行者からの評価が高い地域資源を 

つないだ「おすすめ観光スポット」に、栃木県が自慢したい地域資源である「とちぎの百様」等

を組み込み、旅行者自身が選択・周遊することで、これまではわざわざ行くことはなかった場所

へ足を向かせ、観光を楽しみながら、栃木県の歴史や文化等にも興味・関心を持つきっかけづく

りを担うものである。（「とちぎの百様」は巻末の参考資料２参照） 

これにより、観光スポットをまわりつつ文化遺産も見てみたいというライトユーザー層の取

り込みや、観光途中に様々な地域資源の情報を得られることによる訪問者数の増加、従来「光が

当たらなかった」地域資源への注目度アップ、地域資源への訪問をきっかけに特定のテーマに興

味を持った方がそのテーマに沿った既存街道を巡るなどの効果が期待できる。 

 

（参考） 

仮説１「旅行者を惹きつける魅力を有する高評価の地域資源と、栃木県が自慢したい『とちぎ

の百様』などの地域資源を、ユーザー自身が自由に組み合わせて周遊できる仕組みを

整備することで、後者の地域資源への訪問者数を拡大し、注目度を向上させることが

できるのではないか。」 

 

(２)仮説２に対する取組の方向性 

次に仮説２については、栃木県ホームページに 「(仮称)栃木◯◯旅 おすすめ観光スポット

＋ワン」 を掲載し、そこから旅行者の興味・関心に応じて既存街道に誘導する仕組みを構築す

ることにより、「(仮称)栃木◯◯旅 おすすめ観光スポット＋ワン」はもとより、既存街道の利

用を促す。 

 

（参考） 

仮説２「多くの人に受け入れられやすい「入口の広さ」と多くの人から支持される「高い満足

度」を有する「おすすめ観光スポット」を入口として、そこから既存街道にユーザー

を誘導すべきではないか。また、同時に既存街道間のユーザーの往来も促すため、全
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ての街道を束ねて、栃木県のホームページ等で一体的にＰＲすることが必要ではない

か。」 

  

(３)その他の取組の方向性 

本調査研究では、国内観光客をターゲットとしてきたが、新型コロナウイルス感染症が５類に

移行し、観光による地域振興を考える上で外国人観光客の誘客も重要になっている。栃木県が外

国人観光客に選ばれるため、まずは、外国人観光が滞在中にストレスフリーで過ごせる環境整備

が必要である。 

例えば、WiFi 環境の整備、キャッシュレス対応や QR コードの読み取りによる多言語対応の解

説などが考えられる。 

また、受入環境整備に加え、より関心をもってもらえるような工夫が必要であり、昨今のデジ

タル技術の進展等も踏まえながら、新たな取組を引き続き検討していく必要がある。 
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「地域資源をつなぐことによる地域振興に関する調査研究」 
委員会名簿 

 

委員長    大森 宣暁  宇都宮大学 地域デザイン科学部 

社会基盤デザイン学科 教授 

委員     遠藤 百合子 合同会社 Walk Works 業務執行社員 

       金子 瞬   宇都宮大学 大学院 地域創生科学研究科 

社会デザイン科学専攻 土木工学プログラム 

博士前期課程２年 

       斉藤 祐貴  株式会社 JTB 宇都宮支店 観光開発プロデューサー 

       柴 美幸   株式会社サシバの里いちかい 前支配人 

       鶴岡 学   野木町 ICT 地域活性プロジェクト 代表 

       小林 宣夫  栃木県 総合政策部 次長 兼 総合政策課長 

       廣澤 英治  一般財団法人地方自治研究機構 常務理事 

 

事務局    大貫 大輔  栃木県 総合政策課 政策企画監 

       鈴木 悠子  栃木県 総合政策課 政策企画・地方創生担当 副主幹 

       秦 俊太郎  栃木県 総合政策課 政策企画・地方創生担当 主査 

       今村 真二  一般財団法人地方自治研究機構 主任研究員 

       廣田 真美  一般財団法人地方自治研究機構 研究員 

基礎調査機関 関 恵子   三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 上席主任研究員 

       前河 一華  三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 副主任研究員 

       片平 春樹  三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 研究員 

 

                              (順不同、敬称略) 
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那那

須須
平平

成成
のの

森森
那

須
町

高
久

丙
32

54

⑧⑧
八八

方方
ヶヶ
原原

矢
板

市
下

伊
佐

野

⑨⑨
おお
しし
らら
じじ
のの

滝滝
矢

板
市

下
伊

佐
野

「お
す
す
め
観
光
ス
ポ
ット
」

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
ス
ポ
ット

」

＃＃
家家

族族
旅旅

ＤＤ
ＡＡ
ＹＹ
１１

～～
那那

須須
エエ
リリ
アア

～～

▼▼
那那

須須
ササ
フフ
ァァ
リリ
パパ
ーー
クク

那
須
町
高
久
乙

35
23

那那
須須

ババ
ギギ
ーー
パパ

ーー
クク

▼▼
那

須
町

湯
本

58
8

◀◀
N

AS
U

FA
RM

VI
LL

AG
E

大
田

原
市

狭
原

12
98

-1

那那
須須

のの
ソソ
フフ
トト
クク
リリ
ーー
ムム

▶▶
那
須
塩
原
市
・
那
須
町◀◀

那那
須須

のの
パパ
ンン

那
須
塩
原
市
・
那
須
町

①①

②②

③③

④④⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧⑨⑨

更
に
とち
ぎ
の
豊
か
な
魅
力
に

触
れ
て
み
た
い
あ
な
た
に
は

…

宇
都
宮
市

足
利
市

栃
木
市

佐
野
市

鹿
沼
市

小
山
市

真
岡
市

大
田
原
市

矢
板
市

那
須
塩
原
市

さ
く
ら
市

那
須
烏
山
市

下
野
市

高
根
沢
町 芳
賀
町

茂
木
町

市
貝
町

上
三
川
町

壬
生
町

野
木
町

塩
谷
町

益
子
町

那
須
町

那
珂
川
町

日
光
市

那那
須須

のの
そそ
ばば

▶▶
那

須
塩
原
市
・
那
須
町

◀◀
那那

須須
どど
うう
ぶぶ

つつ
王王

国国
那

須
町

大
島

10
42

-1
◀◀

那那
須須

ハハ
イイ
ララ
ンン
ドド
パパ
ーー
クク

那
須
町
高
久
乙

33
75

ＮＮ
ＯＯ
ＺＺ
ＡＡ
ＲＲ
ＵＵ
▶▶

那
須
町
高
久
乙

33
75

那那
須須

高高
原原
りり
んん
どど
うう
湖湖
▶▶

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
牧牧
場場

那
須
町
高
久
丙

41
4-

2
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1
28
 

 ＃
家
族
旅
 
パ
タ
ー
ン
２
（
２
日
目
）
 

  

 
 

①①
史史

跡跡
足足

利利
学学

校校
足

利
市

昌
平

町
23

38

②②
蔵蔵

のの
街街

栃栃
木木

栃
木

市
蔵

の
街

大
通

り

③③
太太

平平
山山

栃
木

市
内

④④
イイ
モモ
フフ
ララ
イイ

佐
野

市
内

⑤⑤
野野

木木
のの

ひひ
まま
わわ

りり
野

木
町

内

⑥⑥
佐佐

野野
厄厄

除除
けけ
大大

師師
佐

野
市

春
日

岡
山

22
33

⑦⑦
みみ

かか
もも
山山

公公
園園

栃
木

市
岩

舟
町

下
津

原
17

47
-1

「お
す
す
め
観
光
ス
ポ
ット
」

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
ス
ポ
ット

」
＃＃

家家
族族

旅旅
ＤＤ
ＡＡ
ＹＹ
２２

～～
県県

南南
エエ
リリ
アア

～～

▲▲
ああ
しし
かか

がが
フフ
ララ
ワワ
ーー
パパ

ーー
クク

足
利

市
迫

間
町

60
7

▲▲
岩岩

下下
のの

新新
生生

姜姜
ミミ
ュュ
ーー
ジジ
アア
ムム

栃
木

市
本

町
1-

25

果果
物物

狩狩
りり
▶▶

栃
木

市
ほ

か
◀◀

渡渡
良良

瀬瀬
遊遊

水水
地地

栃
木

市
・
小

山
市

・
野

木
町

①①

②②

③③
④④

⑤⑤

⑥⑥
⑦⑦

更
に
とち
ぎ
の
豊
か
な
魅
力
に

触
れ
て
み
た
い
あ
な
た
に
は

…

宇
都
宮
市

足
利
市

栃
木
市

佐
野
市

鹿
沼
市

小
山
市

真
岡
市

大
田
原
市

矢
板
市

那
須
塩
原
市

さ
く
ら
市

那
須
烏
山
市

下
野
市

高
根
沢
町 芳
賀
町

茂
木
町

市
貝
町

上
三
川
町

壬
生
町

野
木
町

塩
谷
町

益
子
町

那
須
町

那
珂
川
町

日
光
市

佐佐
野野

ププ
レレ
ミミ
アア
ムム
・・
アア
ウウ
トト
レレ
ッッ
トト

▲▲
佐

野
市

越
名

町
20

58

▲▲
佐佐

野野
ララ
ーー
メメ
ンン

佐
野

市
内

▲▲
じじ
ゃゃ
がが

いい
もも
入入

りり
焼焼

きき
そそ
ばば

・・
ポポ
テテ
トト
入入

りり
焼焼

きき
そそ
ばば

栃
木

市
、
足

利
市

ほ
か

126



 

1
29
 

＃
大
人
旅

9
 
パ

タ
ー
ン
１
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

9  
今
市
そ
ば
、
日
光
ろ
ば
た
づ
け
鬼
怒
川
店
「
浅
漬
け
体
験
」、

片
山
酒
造
「
酒
造
見
学
」
の
画
像
は
イ
メ
ー
ジ
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1
30
 

＃
大
人
旅
 
パ
タ
ー
ン
２
（
１
日
目
）
 

 

 
 

①①
華華

厳厳
のの
滝滝

②②
鬼鬼

怒怒
川川
温温
泉泉

日
光
市
中
宮
祠

日
光
市
鬼
怒
川
温
泉

③③
日日

光光
天天
然然
水水
のの
かか
きき
氷氷

日
光
市
内

④④
日日

光光
中中
禅禅
寺寺
湖湖
畔畔

日
光
市
中
宮
祠

⑤⑤
わわ

たた
らら
せせ

渓渓
谷谷
鐵鐵
道道
（（
間間
藤藤
駅駅
））

日
光
市
足
尾
町
下
間
藤

2

⑥⑥
いい
ろろ
はは

坂坂
⑦⑦

男男
体体

山山
日
光
市
中
宮
祠

日
光
市
中
宮
祠

⑧⑧
湯湯

西西
川川
温温
泉泉

日
光
市
湯
西
川

⑨⑨
日日

光光
東東
照照
宮宮
百百
物物
揃揃
千千
人人
武武
者者
行行
列列

日
光
市
山
内

23
01

⑩⑩
竜竜

頭頭
のの
滝滝

日
光
市
中
宮
祠

⑪⑪
足足

尾尾
銅銅
山山

日
光
市
足
尾
町
通
洞

9-
2

⑫⑫
奥奥

日日
光光

⑬⑬
日日

光光
湯湯
元元
温温
泉泉

日
光
市
中
宮
祠

日
光
市
湯
元

⑭⑭
奥奥

鬼鬼
怒怒
温温
泉泉

⑮⑮
霧霧

降降
高高
原原

日
光
市
川
俣

日
光
市
所
野

⑯⑯
龍龍

王王
峡峡

日
光
市
藤
原

13
57

⑰⑰
野野

岩岩
鉄鉄
道道
（（
新新
藤藤
原原
駅駅
））

日
光
市
藤
原

39
9-

28

⑱⑱
日日

光光
白白
根根
山山

日
光
市
内

⑲⑲
川川

治治
温温
泉泉

日
光
市
川
治
温
泉

「お
す
す
め
観
光
ス
ポ
ット
」

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
ス
ポ
ット

」
＃＃

大大
人人

旅旅
ＤＤ
ＡＡ
ＹＹ
１１

～～
日日

光光
エエ
リリ
アア

～～

▼▼
今今

市市
そそ
ばば

日
光
市
内

▲▲
日日

光光
山山

輪輪
王王
寺寺

日
光
市
山
内

23
00

鬼鬼
怒怒

楯楯
岩岩
大大
吊吊
橋橋

▶▶
日
光
市
鬼
怒
川
温
泉
大
原

14
36

◀◀
日日

光光
湯湯

波波
日
光
市
内

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

⑩⑩

⑪⑪

⑫⑫

更
に
とち
ぎ
の
豊
か
な
魅
力
に

触
れ
て
み
た
い
あ
な
た
に
は

…

宇
都
宮
市

足
利
市

栃
木
市

佐
野
市

鹿
沼
市

小
山
市

真
岡
市

大
田
原
市

矢
板
市

那
須
塩
原
市

さ
く
ら
市

那
須
烏
山
市

下
野
市

高
根
沢
町

芳
賀
町

茂
木
町

市
貝
町

上
三
川
町

壬
生
町

野
木
町

塩
谷
町

益
子
町

那
須
町

那
珂
川
町

日
光
市

⑬⑬

⑭⑭

⑮⑮

⑯⑯
⑰⑰

⑱⑱

⑲⑲

▲▲
片片

山山
酒酒

造造
「「
酒酒
造造
見見
学学
」」

日
光
市
瀬
川

14
6-

2

▲▲
日日

光光
ろろ
ばば
たた
づづ
けけ
鬼鬼
怒怒
川川
店店

「「
浅浅

漬漬
けけ
体体

験験
」」

日
光
市
栗
原

43
0-

1

▲▲
東東

武武
ワワ
ーー
ルル
ドド
スス
クク
ウウ
ェェ
アア

日
光
市
鬼
怒
川
温
泉
大
原

20
9-

1

▲▲
日日

光光
二二

荒荒
山山
神神
社社

日
光
市
山
内

23
07

◀◀
戦戦

場場
ヶヶ
原原

日
光
市
中
宮
祠

▼▼
日日

光光
田田

母母
沢沢
御御
用用
邸邸
記記
念念
公公
園園

日
光
市
本
町

8-
27

◀◀
イイ
タタ
リリ
アア
大大

使使
館館

別別
荘荘

記記
念念
公公
園園

日
光
市
中
宮
祠

24
82

英英
国国

大大
使使
館館

▶▶
別別

荘荘
記記

念念
公公
園園

日
光
市
中
宮
祠

24
82

日日
光光

東東
照照
宮宮

日
光
市
山
内

23
01
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1
31
 

＃
大
人
旅
 
パ
タ
ー
ン
２
（
２
日
目
）
 

  

 
 

①①
モモ
ビビ
リリ
テテ
ィィ
リリ
ゾゾ
ーー
トト
もも
てて
ぎぎ

茂
木

町
桧

山
12

0-
1

②②
茂茂

木木
のの

ゆゆ
ずず

茂
木

町
内

③③
延延

生生
地地

蔵蔵
尊尊

芳
賀

町
下

延
生

16
41

④④
高高

田田
山山

専専
修修

寺寺
真

岡
市

高
田

14
82

⑤⑤
般般

若若
寺寺

跡跡
芳

賀
町

芳
志

戸

「お
す
す
め
観
光
ス
ポ
ット
」

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
ス
ポ
ット

」
＃＃

大大
人人

旅旅
ＤＤ
ＡＡ
ＹＹ
２２

～～
県県

東東
エエ
リリ
アア

～～
◀◀

益益
子子

のの
カカ
フフ
ェェ
ごご
はは

んん

益
子

町
内

真真
岡岡

鐵鐵
道道

「「S
Lもも

おお
かか

」」
号号

（（
真真

岡岡
駅駅

））
▲▲

真
岡

市
台

町
24

74
-1

◀◀
市市

貝貝
町町

芝芝
ざざ
くく
らら
公公

園園
市

貝
町

見
上

61
4-

1

益益
子子

のの
まま
ちち
歩歩

きき
（（
城城

内内
坂坂

通通
りり
））
▶▶

益
子

町
城

内
坂

◀◀
いい
ちち
ごご
狩狩

りり
真

岡
市

、
益

子
町

ほ
か

①①
②②

③③

④④

⑤⑤

更
に
とち
ぎ
の
豊
か
な
魅
力
に

触
れ
て
み
た
い
あ
な
た
に
は

…

宇
都
宮
市

足
利
市

栃
木
市

佐
野
市

鹿
沼
市

小
山
市

真
岡
市

大
田
原
市

矢
板
市

那
須
塩
原
市

さ
く
ら
市

那
須
烏
山
市

下
野
市

高
根
沢
町

芳
賀
町

茂
木
町

市
貝
町

上
三
川
町

壬
生
町

野
木
町

塩
谷
町

益
子
町

那
須
町

那
珂
川
町

日
光
市

◀◀
道道

のの
駅駅

まま
しし
ここ

益
子

町
長

堤
22

71

◀◀
陶陶

芸芸
体体

験験

益
子

町
内

道道
のの

駅駅
もも
てて
ぎぎ

▲▲

茂
木

町
茂

木
10

90
-1
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1
32
 

参
考
資
料
２
 
「
と
ち
ぎ
の
百
様
」
一
覧
 

 

A

B

I

A

B

B

D

B

C

J

CE

C

D

A

D

F

D

E

B

E

G

E

F

C

G

I

G
H

F

I

L

J

K

G

JL

H

K

I

L

M

J

MN

N

Q

R

S

T
U

V

O

O
P

P

Q

G

E

E

K

I

A

D

H

J

H

A

C

F

H

F

A
日

光
地

域

県
北

地
域

県
央

地
域

県
南

地
域

県
東

地
域

お
問

い
合

わ
せ

 ：
 栃

木
県

総
合

政
策

部
 地

域
振

興
課

　
〒

32
0

-8
5

01
 宇

都
宮

市
塙

田
1-

1-
20

　
電

話
 0

28
-6

2
3

-2
2

36

w
w
w
.1
0
0
sa
m
a.
to
ch
ig
i.
jp

と
ち

ぎ
の

百
様

オ
フ

ィ
シ

ャ
ル

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
ち
ぎ
の
百
様
た
ち
は
こ
こ
に
い
ま
す
!

B C

茶
臼

岳（
那

須
岳

）
那

須
高

原
殺

生
石

那
須

疏
水

八
方

ケ
原

雲
巌

寺
竹

工
芸

な
か

が
わ

水
遊

園
小

砂
焼

温
泉

ト
ラ

フ
グ

鬼
怒

川
・

川
治

温
泉

鬼
怒

川
沿

い
の

渓
谷

美 （
龍

王
峡

、川
俣

瀬
戸

合
峡

）
霧

降
高

原
日

光
白

根
山

奥
日

光
の

湿
原 （

戦
場

ケ
原

、小
田

代
ケ

原
、湯

川
）

男
体

山
日

光
天

然
氷

の
か

き
氷

日
光

二
荒

山
神

社
日

光
彫

日
光

湯
波

日
光

東
照

宮
日

光
の

絶
景 （

華
厳

ノ
滝

、
い

ろ
は

坂
、中

禅
寺

湖
、竜

頭
ノ

滝
）

日
光

山
輪

王
寺

外
国

大
使

館
別

荘
群

（
日

光
中

禅
寺

湖
畔

）
日

光
杉

並
木

街
道

足
尾

銅
山

わ
た

ら
せ

渓
谷

鐵
道

那
須

烏
山

の
山

あ
げ

祭
烏

山
和

紙
龍

門
の

滝
市

貝
町

芝
ざ

く
ら

公
園

延
生

地
蔵

尊（
城

興
寺

）
真

岡
鐵

道
ツ

イ
ン

リ
ン

ク
も

て
ぎ

井
頭

公
園

・
一

万
人

プ
ー

ル
益

子
焼

真
岡

木
綿

と
ち

ぎ
わ

ん
ぱ

く
公

園
・

お
も

ち
ゃ

博
物

館
か

ん
ぴ

ょ
う

下
野

薬
師

寺
跡

蔵
の

街
栃

木
じ

ゃ
が

い
も

入
り

焼
き

そ
ば

・
ポ

テ
ト

入
り

焼
き

そ
ば

太
平

山
足

利
織

姫
神

社
鑁

阿
寺

い
も

フ
ラ

イ
史

跡
足

利
学

校
佐

野
ら

ー
め

ん
栗

田
美

術
館

渡
良

瀬
川

思
川

桜
み

か
も

山
公

園
あ

し
か

が
フ

ラ
ワ

ー
パ

ー
ク

○
と

ち
ぎ

の
鮎

○
と

ち
ぎ

の
牛

乳
○

と
ち

ぎ
の

地
酒

○
と

ち
ぎ

和
牛

○
と

ち
ぎ

の
ユ

ニ
ー

ク
食

材
 

　 （
チ（

チ
）タ

ケ
、サ

ガ
ン

ボ・
モ

ロ
）

○
ビ

ー
ル

麦
・

ハ
ト

ム
ギ

○
レ

モ
ン

牛
乳

○
し

も
つ

か
れ

○
東

武
鉄

道
○

と
ち

ぎ
の

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

○
と

ち
キ

ャ
ラ

ー
ズ

○
と

ち
ぎ

の
ス

キ
ー

場
○

と
ち

ぎ
の

ゴ
ル

フ
場

○
と

ち
ぎ

の
道

の
駅

○
栃

木
県

民

○
相

田
み

つ
を

○
田

中
正

造
○

那
須

与
一

○
栃

木
弁

○
と

ち
ぎ

の
温

泉
○

那
珂

川
○

鬼
怒

川

○
雷

様
○

県
獣

：
カ

モ
シ

カ
、

　
県

鳥
：

オ
オ

ル
リ

、
　

県
木

：ト
チ

ノ
キ

、
　

県
花

：
や

し
お

つ
つ

じ
○

と
ち

ぎ
の

い
ち

ご
○

と
ち

ぎ
の

梨
○

と
ち

ぎ
の

に
ら

○
と

ち
ぎ

の
お

米
○

と
ち

ぎ
の

そ
ば

A D E JF G IH K P QNL M O

尚
仁

沢
湧

水
喜

連
川

温
泉

と
桜

並
木

高
根

沢
町

元
気

あ
っ

ぷ
む

ら
ろ

ま
ん

ち
っ

く
村

宇
都

宮
餃

子
宇

都
宮

二
荒

山
神

社

鹿
沼

彫
刻

屋
台

ま
つ

り
ふ

る
さ

と
宮

ま
つ

り
大

谷
石

鹿
沼

の
さ

つ
き

宇
都

宮
の

カ
ク

テ
ル

宇
都

宮
の

ジ
ャ

ズ

A B C D E F

G IH J K L

A B C D E F G H I J DA B C E JF G IH

A DB C E JF G IH K P

Q

NL M O

佐
野

厄
よ

け
大

師（
惣

宗
寺

）
間

々
田

の
ジ

ャ
ガ

マ
イ

タ
本

場
結

城
紬

渡
良

瀬
遊

水
地

野
木

の
ひ

ま
わ

り
野

木
町
煉

瓦
窯

SR T VU

と
ち
ぎ
の
百
様

分
布
マ
ッ
プ

栃
木

県
民

の
郷

土
愛

の
醸

成
と

栃
木

県
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、後

世
に

残
し

た
い

、大
切

に
し

た
い

、自
慢

で
き

る
栃

木
県

の
10

0
の

地
域

資
源

を「
と

ち
ぎ

の
百

様
」と

し
て

選
定

い
た

し
ま

し
た

。 

栃
木

県
で

は
雷

を「
雷

様
」と

呼
ぶ

よ
う

に
、人

以
外

の
も

の
に「

様
」を

付
け

て
、「

敬
意

」や
「

親
し

み
」な

ど
を

表
す

こ
と

が
あ

り
ま

す
。そ

こ
で

、選
定

し
た

１
０

０
の

地
域

資
源

を「
と

ち
ぎ

の
百

様
」と

名
付

け
、「

敬
意

」と
「

親
し

み
」を

込
め

る

と
と

も
に

、郷
土

愛
と

誇
り

を
も

っ
て

県
内

外
に

広
く

発
信

し
て

い
き

ま
す

。 
 

「
と
ち
ぎ
の
百
様
」の
選
定
に
つ
い
て

参
考
１

*
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日
光

東
照

宮
様

豪
華

絢
爛

で
色

鮮
や

か
！

勇
壮

な
千

人
武

者
行

列
も

圧
巻

に
っ

こ
う

と
う

し
ょ

う
ぐ

う

日
光

二
荒

山
神

社
様

良
縁

の
パ

ワ
ー

ス
ポ

ッ
ト

！
「

花
家

体
」で

飾
ら

れ
た

弥
生

祭
も

必
見

に
っ

こ
う

ふ
た

ら
さ

ん
じ

ん
じ

ゃ

日
光

山
輪

王
寺

様

開
山

12
5

0
年

の
神

仏
習

合
の

霊
山

。
家

光
公

霊
廟

大
猷

院
も

あ
る

に
っ

こ
う

さ
ん

り
ん

の
う

じ

宇
都

宮
二

荒
山

神
社

様

県
都

の
中

心
地

に
堂

々
と

鎮
座

す
る

下
野

国
一

之
宮

う
つ

の
み

や
ふ

た
あ

ら
や

ま
じ

ん
じ

ゃ

足
利

織
姫

神
社

様

朱
塗

り
の

お
宮

は
緑

に
映

え
て

美
し

く
、眺

望
抜

群
あ

し
か

が
お

り
ひ

め
じ

ん
じ

ゃ

鑁
阿

寺
様

本
堂

は
国

宝
！

鎌
倉

時
代

の
面

影
を

今
に

残
す

ば
ん

な
じ

佐
野

厄
よ

け
大

師（
惣

宗
寺

）様

関
東

の
三

大
師

の
一

つ
、田

中
正

造
も

眠
る

さ
の

や
く

だ
い

そ
う

し
ゅ

う
し

じ

雲
巌

寺
様

八
溝

山
地

の
紅

葉
の

名
所

芭
蕉

も
訪

ね
た

う
ん

が
ん

じ

延
生

地
蔵

尊（
城

興
寺

）様

多
く

の
人

が
訪

れ
る

安
産

祈
願

の
パ

ワ
ー

ス
ポ

ッ
ト

の
ぶ

じ
ぞ

う
そ

ん
じ

ょ
う

こ
う

じ

史
跡

 足
利

学
 校

様

門
を

く
ぐ

れ
ば

、日
本

最
古

の
学

校
に

浸
る

し
せ

き
あ

し
か

が
が

っ
こ

う

蔵
の

街
栃

木
様

見
世

蔵
や

板
塀

、白
壁

が
往

時
の

繁
栄

を
偲

ば
せ

る
く

ら
ま

ち
と

ち
ぎ

相
田

み
つ

を
様

 「
人

間
だ

も
の

」豊
か

な
感

性
を

言
葉

と
書

で
表

現
あ

い
だ

田
中

正
造

様

生
涯

を
か

け
て

足
尾

鉱
毒

問
題

に
取

り
組

ん
だ

た
な

か
し

ょ
う

ぞ
う

那
須

与
一

様

源
平

屋
島

の
戦

い
で

扇
の

的
を

射
抜

い
た

な
す

の
よ

い
ち

那
須

烏
山

の
山

あ
げ

祭
様

特
産

和
紙

で
作

ら
れ

た
山

を
舞

台
に

全
国

で
も

ま
れ

な
野

外
歌

舞
伎

な
す

か
ら

す
や

ま
や

ま
ま

つ
り

鹿
沼

彫
刻

屋
台

ま
つ

り
様

数
々

の
豪

華
彫

刻
屋

台
と

お
囃

子
の

華
麗

な
競

演
か

ぬ
ま

ち
ょ

う
こ

く
や

た
い

ふ
る

さ
と

宮
ま

つ
り

様

県
都

宇
都

宮
の

真
夏

の
熱

狂
的

な
イ

ベ
ン

ト
み

や

間
々

田
の

ジ
ャ

ガ
マ

イ
タ

様

五
穀

豊
穣

や
疫

病
退

散
を

祈
願

し
て

、
巨

大
な

龍
頭

蛇
体

を
か

つ
ぎ

練
り

歩
く

奇
祭

ま
ま

だ

大
谷

石
様

帝
国

ホ
テ

ル
や

松
が

峰
協

会
で

も
使

わ
れ

た
重

厚
で

温
か

み
の

あ
る

建
築

材
お

お
や

い
し

本
場

結
城

紬
様

ユ
ネ

ス
コ

が
認

め
た

軽
く

て
温

か
い

、
全

て
の

工
程

を
手

作
業

で
行

う
絹

織
物

ほ
ん

ば
ゆ

う
き

つ
む

ぎ

竹
工

芸
様

竹
の

し
な

や
か

な
曲

線
と

繊
細

な
網

み
目

の
美

し
さ

を
表

現
ち

く
こ

う
げ

い

益
子

焼
様

厚
手

で
素

朴
な

力
強

い
美

し
さ

が
特

長
ま

し
こ

や
き

真
岡

木
綿

様

綿
花

の
栽

培
か

ら
織

り
ま

で
を

全
て

手
作

業
、

素
朴

な
風

合
い

も
お

か
も

め
ん

烏
山

和
紙

様

厚
く

丈
夫

で
、県

内
外

の
卒

業
証

書
に

も
使

わ
れ

て
い

る
か

ら
す

や
ま

わ
し

日
光

彫
様

ひ
っ

か
き

刀
に

よ
る

彫
り

と
堆

朱
塗

り
が

特
長

に
っ

こ
う

ぼ
り

小
砂

焼
様

素
朴

な
中

に
も

上
品

な
色

合
い

が
特

長
こ

い
さ

ご
や

き

霧
降

高
原

様

幻
想

的
な

霧
に

包
ま

れ
た

大
自

然
霧

降
の

滝
や

秋
の

紅
葉

も
見

も
の

き
り

ふ
り

こ
う

げ
ん

野
木

町
煉

瓦
窯

様

国
指

定
重

要
文

化
財

16
角

形
の

ホ
フ

マ
ン

式
の

ぎ
ま

ち
れ

ん
が

ま
が

下
野

薬
師

寺
跡

様

歴
史

ロ
マ

ン
が

薫
る

、日
本

三
戒

壇
の

一
つ

し
も

つ
け

や
く

し
じ

あ
と

足
尾

銅
山

様

日
本

の
近

代
化

を
支

え
た

殖
産

興
業

の
シ

ン
ボ

ル
あ

し
お

ど
う

ざ
ん

殺
生

石
様

平
安

時
代

に
渡

来
し

た
九

尾
の

狐
の

伝
説

が
残

る
せ

っ
し

ょ
う

せ
き

栃
木

弁
様

標
準

語
じ

ゃ
ね

え
の

け
～

！
ほ

っ
と

す
る

方
言

と
ち

ぎ
べ

ん

奥日
光

の
湿

原（
戦

場ヶ
原

、小
田

代ヶ
原

、湯
川

）様

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
に

も
登

録
！

日
本

有
数

の
幻

想
的

な
自

然
の

宝
庫

お
く

に
っ

こう
し

つ
げ

ん
せ

ん
じ

ょ
う

は
ら

お
だ

し
ろ

が
は

ら
ゆ

か
わ

が

渡
良

瀬
遊

水
地

様

日
本

最
大

の
遊

水
池

。絶
滅

危
惧

種
を

は
じ

め
と

す
る

動
植

物
の

宝
庫

！
わ

た
ら

せ
ゆ

う
す

い
ち

日
光

の
絶

景（
華

厳
ノ

滝
、い

ろ
は

坂
、

中
禅

寺
湖

、竜
頭

ノ
滝

）様

四
季

折
々

の
日

光
の

大
自

然
に

感
動

に
っ

ち
ゅ

う
ぜ

ん
じ

こ
り

ゅ
う

ず
た

き

こ
う

ぜ
っ

け
い

け
ご

ん
た

き
ざ

か

日
光

杉
並

木
街

道
 様

神
々

し
い

空
気

感
！

ギ
ネ

ス
も

認
め

る
世

界
一

長
い

並
木

道
に

っ
こ

う
す

ぎ
な

み
き

か
い

ど
う

鬼
怒

川
・

川
治

温
泉

様

美
し

い
渓

谷
沿

い
に

広
が

る
首

都
圏

の
奥

座
敷

き
ぬ

が
わ

お
ん

じ
か

わ
せ

ん

喜
連

川
温

泉
と

桜
並

木
様

日
本

三
大

美
肌

の
湯

と
春

の
美

し
い

景
観

き
つ

れ
が

わ
お

ん
せ

ん
さ

く
ら

な
み

き

と
ち

ぎ
の

温
泉

様
泉

質
も

豊
富

！
自

然
の

中
で

心
身

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

お
ん

せ
ん

渓
流

と
色

鮮
や

か
な

紅
葉

の
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
！

橋
か

ら
の

眺
望

は
絶

景
き

ぬ
が

わ
ぞ

け
い

こ
く

び
り

ゅ
う

お
う

き
ょ

う
か

わ
ま

た
せ

と
あ

い
き

ょ
う

鬼怒
川沿

いの
渓谷

美（
龍王

峡、
川俣

瀬戸
合峡

）様

（
那

須
温

泉
郷

、塩
原

、日
光

湯
元

、湯
西

川
、奥

鬼
怒

温
泉

郷
、川

俣
、馬

頭
、板

室
）

那
須

高
原

様

那
須

平
成

の
森

を
始

め
、

豊
か

な
自

然
で

癒
さ

れ
る

ロ
イ

ヤ
ル

リ
ゾ

ー
ト

な
す

こ
う

げ
ん

八
方

ヶ
原

様

き
れ

い
！

レ
ン

ゲ
ツ

ツ
ジ

が
群

生
す

る
は

っ
ぽ

う
が

は
ら

男
体

山
様

二
荒

山
と

も
呼

ば
れ

る
修

験
者

の
聖

地
な

ん
た

い
さ

ん

茶
臼

岳（
那

須
岳

）様

季
節

ご
と

七
色

に
衣

替
え

白
煙

た
な

び
く

ち
ゃ

う
す

だ
け

だ
け

な
す

太
平

山
様

焼
き

鳥
・

団
子

・
玉

子
焼

き
！

関
東

平
野

を
一

望
お

お
ひ

ら
さ

ん

日
光

白
根

山
様

日
本

固
有

の
植

物「
シ

ラ
ネ

ア
オ

イ
」に

出
会

え
る

関
東

最
高

峰
の

山
に

っ
こ

う
し

ら
ね

さ
ん

尚
仁

沢
湧

水
様

全
国

名
水

百
選

の
認

定
を

受
け

た
、清

冽
な

湧
水

群
し

ょ
う

じ
ん

ざ
わ

ゆ
う

す
い

龍
門

の
滝

様

幅
6

5
m

落
差

2
0

m
、迫

力
あ

る
烏

山
の

大
滝

り
ゅ

う
も

ん
た

き

那
珂

川
様

全
国

屈
指

の
ア

ユ
漁

獲
量

を
誇

る
清

流
な

か
が

わ

鬼
怒

川
様

上
流

に
は

屈
指

の
温

泉
郷

下
流

に
は

豊
か

な
恵

み
き

ぬ
が

わ

渡
良

瀬
川

様

渡
良

瀬
橋

か
ら

夕
陽

の
中

で
眺

め
た

い
わ

た
ら

せ
が

わ

思
川

桜
様

淡
紅

色
の

10
片

の
花

び
ら

を
持

つ
小

山
原

産
の

美
し

い
桜

お
も

い
が

わ
ざ

く
ら

野
木

の
ひ

ま
わ

り
様

大
迷

路
に

も
使

わ
れ

る
夏

を
代

表
す

る
黄

色
い

大
輪

の
ぎ

鹿
沼

の
さ

つ
き

様

地
元

特
産

鹿
沼

土
で

栽
培

、愛
好

家
も

全
国

に
多

数
か

ぬ
ま

雷
様

天
空

か
ら

神
が

鳴
ら

す
夏

の
訪

れ
ら

い
さ

ま

と
ち

ぎ
の

い
ち

ご
様

生
産

量
日

本
一

！
と

ち
お

と
め

、
ス

カ
イ

ベ
リ

ー
は

栃
木

生
ま

れ

と
ち

ぎ
の

梨
様

大
き

く
て

甘
く

て
ジ

ュ
ー

シ
ー

！
食

べ
て

に
っ

こ
り

な
し

と
ち

ぎ
の

に
ら

様

生
産

量
全

国
2

位
！

ス
タ

ミ
ナ

食
材

と
ち

ぎ
の

お
米

様

生
産

量
も

味
も

全
国

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

！
こ

め

県
獣：

カ
モ

シ
カ

、県
鳥：

オ
オ

ル
リ

、
県

木：
ト

チ
ノ

キ
、県

花：
や

し
お

つ
つ

じ
様

ふ
る

さ
と「

と
ち

ぎ
」の

シ
ン

ボ
ル

け
ん

け
ん

け
ん

じ
ゅ

う

ぼ
く

け
ん

か

ち
ょ

う

と
ち

ぎ
の

そ
ば

様

味
よ

し
、香

り
よ

し
全

国
の

通
が

集
う

と
ち

ぎ
の

鮎
様

観
光

や
な

は
夏

の
風

物
詩

漁
獲

量
全

国
4

位
清

流
の

象
徴

あ
ゆ

と
ち

ぎ
の

牛
乳

様

生
乳

生
産

量
本

州
1位

！
地

産
地

消
の

ジ
ェ

ラ
ー

ト
や

チ
ー

ズ
も

人
気

ぎ
ゅ

う
に

ゅ
う

と
ち

ぎ
の

地
酒

様

大
地

で
ろ

過
さ

れ
た

良
質

な
水

が
う

ま
さ

の
秘

訣
じ

ざ
け

と
ち

ぎ
和

牛
様

全
国

規
模

の
品

評
会

で
度

々
日

本
一

に
輝

く
ブ

ラ
ン

ド
牛

肉 わ
ぎ

ゅ
う

井
頭

公
園

・
一

万
人

プ
ー

ル
様

一
万

人
が

入
れ

る
大

規
模

な
プ

ー
ル

も
あ

る
、

都
市

公
園

百
選

に
も

選
定

さ
れ

た
い

が
し

ら
こ

う
え

ん
い

ち
ま

ん
に

ん

とち
ぎ

わ
ん

ぱ
く公

園・
お

もち
ゃ

博
物

館
 様

一
日

中
楽

し
め

る
わ

ん
ぱ

く
た

ち
の

遊
び

場
こ

う
え

ん
は

く
ぶ

つ
か

ん

ビ
ー

ル
麦

・
ハ

ト
ム

ギ
様

収
穫

量
全

国
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
！

お
い

し
い

ビ
ー

ル
、は

と
む

ぎ
茶

な
ど

の
原

料
む

ぎ

か
ん

ぴ
ょ

う
様

生
産

量
日

本
一

！
栃

木
自

慢
の

ヘ
ル

シ
ー

食
材

宇
都

宮
餃

子
様

日
本

屈
指

の
餃

子
の

ま
ち

、
店

の
数

だ
け

う
ま

い
餃

子
が

あ
る

う
つ

の
み

や
ぎ

ょ
う

ざ

宇
都

宮
の

カ
ク

テ
ル

様

腕
利

き
の

バ
ー

テ
ン

ダ
ー

た
ち

が
作

る
、

種
類

豊
富

な
カ

ク
テ

ル
が

楽
し

め
る

う
つ

の
み

や

じ
ゃ

が
い

も
入

り
焼

き
そ

ば・
ポ

テ
ト

入
り

焼
き

そ
ば

様

焼
き

そ
ば

と
ジ

ャ
ガ

イ
モ

の
運

命
の

出
会

い
や

い

や
い

佐
野

ら
ー

め
ん

様

あ
っ

さ
り

ス
ー

プ
と

ツ
ル

ツ
ル

麺
が

く
せ

に
な

る
さ

の

い
も

フ
ラ

イ
様

ジ
ャ

ガ
イ

モ
を

串
揚

げ
に

し
た

庶
民

の
お

や
つ

日
光

天
然

氷
の

か
き

氷
様

頭
が

キ
ー

ン
と

し
な

い
ふ

わ
ふ

わ
食

感
に

っ
こ

う
て

ん
ね

ん
ご

お
り

ご
お

り

日
光

湯
波

様

大
豆

を
原

料
と

し
た

上
質

な
味

わ
い

は
女

性
に

人
気

の
健

康
食

に
っ

こ
う

ゆ
ば

レ
モ

ン
牛

乳
様

栃
木

名
物

！
甘

く
て

な
つ

か
し

い
味

ぎ
ゅ

う
に

ゅ
う

温
泉

ト
ラ

フ
グ

様

海
な

し
県

で
生

ま
れ

た
温

泉
育

ち
の

高
級

魚
お

ん
せ

ん

し
も

つ
か

れ
様

2
月

の
初

午
に

作
る

栄
養

満
点

の
郷

土
料

理

と
ち

ぎ
の

ユ
ニ

ー
ク

食
材

（
チ（

チ
）タ

ケ
、サ

ガ
ン

ボ
・

モ
ロ

）様

栃
木

県
民

じ
ゃ

な
く

て
も

、一
度

は
食

べ
て

み
て

！
し

ょ
く

ざ
い

み
か

も
山

公
園

様

万
葉

集
に

も
詠

ま
れ

た
花

の
百

名
山

を
利

用
し

た
や

ま
こ

う
え

ん

市
貝

町
芝

ざ
く

ら
公

園
様

本
州

最
大

級
！

一
面

の
芝

桜
が

美
し

い
い

ち
か

い
ま

ち
し

ば
こ

う
え

ん

な
か

が
わ

水
遊

園
様

世
界

の
淡

水
魚

と
触

れ
合

え
る

体
験

型
水

族
館

す
い

ゆ
う

え
ん

ろ
ま

ん
ち

っ
く

村
様

4
6

ha
の

広
大

な
滞

在
体

験
型

フ
ァ

ー
ム

パ
ー

ク
む

ら

高
根

沢
町

元
気

あ
っ

ぷ
む

ら
様

天
然

温
泉

と
地

元
食

材
の

料
理

で
元

気
を

チ
ャ

ー
ジ

た
か

ね
ざ

わ
ま

ち
げ

ん
き

あ
し

か
が

フ
ラ

ワ
ー

パ
ー

ク
様

樹
齢

15
0

年
の

大
藤

は
圧

巻
！

冬
の

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

も
ロ

マ
ン

チ
ッ

ク

ツ
イ

ン
リ

ン
ク

も
て

ぎ
様

2
輪

の
世

界
選

手
権

や
4

輪
の

日
本

最
高

峰
レ

ー
ス

も
開

催
さ

れ
る

栗
田

美
術

館
様

世
界

を
魅

了
し

た
陶

磁
器

は
息

を
の

む
美

し
さ

く
り

た
び

じ
ゅ

つ
か

ん

宇
都

宮
の

ジ
ャ

ズ
様

毎
日

ジ
ャ

ズ
ラ

イ
ブ

が
行

わ
れ

る
街

宇
都

宮
う

つ
の

が
い

こ
く

た
い

し
か

ん
べ

っ
そ

う
ぐ

ん

に
っ

こ
う

ち
ゅ

う
ぜ

ん
じ

こ
は

ん

み
や

那
須

疏
水

様

日
本

三
大

疏
水

、那
須

野
が

原
開

拓
の

シ
ン

ボ
ル

な
す

そ
す

い

外
国

大
使

館
別

荘
群

（
日

光
中

禅
寺

湖
畔

）様

明
治

時
代

か
ら

夏
は

各
国

大
使

達
の

憩
い

の
場

真
岡

鐵
道

様
も

お
か

て
つ

ど
う

わ
た

ら
せ

渓
谷

鐵
道

様
け

い
こ

く
て

つ
ど

う

東
武

鉄
道

様
と

う
ぶ

て
つ

ど
う

とち
ぎの

プロ
スポ

ーツ
（

SC
、ブ

レッ
クス

、ア
イス

バッ
クス

、ブ
リッ

ツェ
ン、

ブラ
ーゼ

ン、
ルボ

ーセ
）様

とち
キャ

ラー
ズ（

とち
まる

くん
、さ

のま
る他

）様

と
ち

ぎ
の

ス
キ

ー
場

様

雪
質

よ
し

！
設

備
よ

し
！

手
軽

に
ア

ク
セ

ス
じ

ょ
う

と
ち

ぎ
の

ゴ
ル

フ
場

様

全
国

4
位

の
数

を
誇

り
、各

々
の

コ
ー

ス
で

四
季

折
々

栃
木

の
景

観
が

楽
し

め
る

じ
ょ

う

と
ち

ぎ
の

道
の

駅
様

ド
ラ

イ
ブ

休
憩

の
数

だ
け

栃
木

の
魅

力
に

触
れ

る
み

ち
え

き

栃
木

県
民

様

誠
実

・
勤

勉
！

！
人

情
味

あ
ふ

れ
る

と
ち

ぎ
け

ん
み

ん

の
ど

か
な

風
景

の
中

を
走

る
S

L
が

絵
に

な
る

ト
ロ

ッ
コ

列
車

で
渓

谷
の

景
色

を
楽

し
む

東
京

ス
カ

イ
ツ

リ
ー

®
ま

で
一

直
線

の
ス

ペ
ー

シ
ア

が
走

る
！

ス
ポ

ー
ツ

の
力

で
栃

木
を

熱
く

す
る

個
性

豊
か

な
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
達

！
地

域
の

P
R

に
大

活
躍

と
ち

ぎ
の

百
様

  一
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参
考
資
料
３
 
既
存
街
道
が
網
羅
す
る
主
な
地
域
資
源
 

 

街
道

名
称

コ
ー
ス
名
称

し
も
つ
け
の
夜
明

け
侍
塚

古
墳

那
須
小

川
古
墳

群
長
岡
百
穴

古
墳

八
幡
山
古
墳

群
足
利

公
園
古

墳
中
世

下
野
の

武
士
団

足
利

学
校
跡

唐
沢
山

城
跡

飛
山
城
跡

勝
山
城
跡

宇
都

宮
家
の

墓
所

近
代

化
遺
産

か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

旧
青

木
家
那

須
別
邸

旧
下

野
煉

化
製

造
会

社
煉

瓦
窯

足
尾
銅
山

跡
（
通

洞
坑
）

カ
ト
リ
ッ
ク
松
が

峰
教
会

田
中

正
造
旧

宅
く
ら
し
を
支
え
た
水
と
川

大
前

神
社

桜
町
陣

屋
跡

姥
ケ
池

今
市
用
水
円

筒
分
水

井
木
須

川
洞
門

都
と
み
ち
の
く
を
む
す
ぶ
東

山
道

那
須

国
造
碑

村
檜
神

社
本
殿

下
野
国
分

尼
寺
跡

将
軍
桜

三
毳

山
聖
地

日
光
へ

つ
づ
く
道

日
光

輪
王
寺

日
光
東

照
宮

壬
生
一
里

塚
日

光
杉
並
木

街
道
　
附
　
並

木
寄
進

碑
今
宮

神
社
本

殿
・
拝
殿

・
幣
殿

下
野

の
「
お
く
の
ほ

そ
道
」

那
須

神
社

日
光
二

社
一
寺

殺
生
石

室
の
八
島

芭
蕉

翁
塚

赤
銅

の
み
ち

足
尾

ダ
ム

足
尾
精

錬
所
跡

銅
親
水
公

園
古

河
橋

掛
水

俱
楽
部

修
験

行
者
の

み
ち

銅
山

観
光

深
山
巴

の
宿
（
鳥
居
）

銅
山
観
光

古
峰
ヶ
原
湿

原
古
峯

神
社

高
原

と
牧
場

の
み
ち

古
峰

ヶ
原
湿

原
古
峯
神

社
前
日
光
牧

場
前

日
光
ハ
イ
ラ
ン
ド
ロ
ッ
ジ

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

湿
原

と
せ
せ

ら
ぎ
の
み

ち
仏
岩

湿
原
荘

跡
井
戸
湿
原

象
の
鼻
展
望

台
下
手

の
カ
ヤ

山
な
み

の
み
ち

厳
島

人
者
の

鳥
居

名
草
の

巨
石
群

尾
根
道

馬
打
峠

行
道

山
浄
因

寺
歴
史

の
ま
ち
を
望
む
み

ち
大
岩

毘
沙
門

天
織
姫
神

社
織
姫
公
園

鑁
阿
寺

足
利

学
校

マ
ン
サ
ク
の

花
咲
く
み
ち

鑁
阿

寺
足
利
学

校
塩
の
井
戸

出
流
原
弁
天

池
出
流

原
弁
天

堂
松
風

の
み
ち

唐
沢

山
神
社

一
瓶
塚

稲
荷
神

社
天
狗
岩

村
檜
神
社

大
慈

寺
か
か

し
の
里

・
ブ
ド
ウ
の
み
ち

村
檜

神
社

大
慈
寺

清
水
寺

戸
長
屋
敷

ぶ
ど
う
団
地

桜
咲

く
パ

ノ
ラ
マ
の
ま
ち

太
平

山
神
社

随
神
門

連
祥
院
六

角
堂

大
中
寺

ぶ
ど
う
団
地

麦
笛

の
み
ち

栃
木

市
役
所

別
館

巴
波
川

と
ち
ぎ
蔵

の
街
美

術
館

塚
田
歴
史
伝

説
館

今
泉

神
社

風
土

記
の
み

ち
大
神

神
社

蓮
華
寺

下
野
国
庁

跡
下

野
国
分
寺

跡
下
野

国
分
尼

寺
跡

ゆ
う
が
お
の

み
ち

小
金

井
一
里

塚
姿
川
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

か
ん
ぴ
ょ
う
（
ゆ
う
が
お
の

実
）

稲
荷
神
社

祇
園

原
松
林

ア
シ
そ
よ
ぐ
水
辺

の
み
ち

下
野

薬
師
寺

跡
龍
興
寺

道
の
駅
に
の

み
や

宗
光
寺

芳
全

寺
の
大

露
仏

名
刹

と
旧
跡

を
訪
ね

る
み

ち
長
栄

寺
高
田
山

専
修
寺

専
修
寺
の

涅
槃
像

桜
町
二
宮
神

社
イ
チ
ゴ

雲
な
が

れ
る
桜
花
の

み
ち

真
岡

駅
五
行
川

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

大
前
神
社

能
仁
寺

根
本

山
焼
き
物
と
し
い
の
木

の
み
ち

益
子

の
森

高
館
山

西
明
寺

円
通
寺

益
子

焼
（
登

り
釜
）

風
薫

る
山

里
の
み

ち
安
善

寺
芳
賀
富

士
安
楽
寺

道
の
駅
も
て
ぎ

Ｓ
Ｌ

鯉
と
山
あ
い
の
み

ち
城
山

公
園

荒
橿
神

社
鎌
倉
山
か

ら
の
眺

望
鎌

倉
山
か
ら
の
雲
海

大
瀬

の
や
な

未
成

線
「
長

倉
線
」
を
た
ど
る
み

ち
小
井

戸
切
通

し
小
井
戸

川
拱
橋

大
峯
山
ト
ン
ネ
ル

下
野
中
川
停

車
場
跡

工
部

省
境
界

杭
ヤ
シ
オ
咲
く
庚
申

の
み
ち

庚
申

山
（
庚

申
山
荘

）
天
狗
の

投
石

一
の
鳥
居

鏡
岩

ニ
ホ
ン
ザ

ル
お
山
巡

り
の
み

ち
コ
ウ
シ
ン
ソ
ウ

シ
ロ
ヤ
シ
オ

一
の
門

め
が

ね
岩

鬼
の

耳
こ
す
り

稜
線

を
た
ど
る
み

ち
錦
着

山
太
平
山

神
社

桜
峠

鷲
神
社

岩
船

山
そ
ば
と
み
か
ん
の

里
を
歩

く
み

ち
大
瀬

橋
そ
ば
畑

木
戸
不
動

尊
棚
田

め
ぐ
り
の

み
ち

大
瀬

橋
寺
山
の

棚
田

来
須
川
の

洞
門

石
畑
の
棚
田

木
戸

不
動
尊

石
段

と
ツ
ツ
ジ
咲

く
峠

の
み
ち

那
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川
国
民

休
養
地

稲
積
神

社
解
石
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社

花
立
峠

龍
門

の
滝

山
あ
げ
祭

の
里
を
め
ぐ
る
み
ち

山
あ
げ
会

館
山
あ
げ
祭

烏
山
城
址

和
紙
会
館

那
珂

川
の
堤

を
歩
く
み
ち

那
珂

川
の
堤

防
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な

道
の
駅
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う
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ち
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茂
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泉
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本
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丘
美
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丘

を
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ち
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く
り
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公
園
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跡

光
丸
山
法

輪
寺

昔
を
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の
ぶ
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墳
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み
ち
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が
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遊
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須
国
造

碑
）
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侍
塚
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墳
下

侍
塚
古
墳

黒
羽

芭
蕉
の

み
ち

道
の

駅
那
須

与
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の

郷
那
須
神

社
高
岩
園
地

高
舘
城
跡

高
舘

城
跡
へ

の
み
ち

道
の

駅
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須

与
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の

郷
那
須
神

社
芭
蕉
の
館

黒
羽
城
址
公

園
高
舘

城
跡

芦
野

の
里
へ

の
み
ち

道
の

駅
東
山

道
伊
王

野
芦
野
氏

陣
屋
裏

門
芦
野
遊
行

庵
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行
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駅
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滝
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光
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仁
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光
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光
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史
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光
農

園
ア
グ
リ
タ
ウ
ン

佐
野

ら
ー
め
ん

あ
し
か

が
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク

道
の

駅
ど
ま
ん
な
か

た
ぬ

ま
唐

沢
山

城
跡

と
ち
ぎ
渡

良
瀬
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瓦
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駅
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湖
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須
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デ
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ば
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道
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駅
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水
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岡
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